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今月の表紙：私の好きな下諏訪「青こけの参道」
（撮影：林　常 雄 さん）



６月定例会  議 案 等 賛 否 一 覧

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣
県並みの水準に戻すこと」を長野県知事に求める陳情
消費税の事務に付加される適格請求書等保存方式（インボイス）の
導入を延期するよう国に対する意見書の提出を求める陳情
へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県
並みの水準に戻すことを求める意見書
消費税の事務に付加される適格請求書等保存方式（インボイス）の
導入を延期するよう国に求める意見書
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議案名等（省略）

議員名（議席順）

※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ表示しています。
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賛成者は「○」、反対者は「×」とします。議長は採決に加わらないため、「斜線」としています。

2しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

→詳しくは７ページ⑩へ

→詳しくは７ページ⑪へ
→詳しくは７ページ⑫へ

→詳しくは３ページへ

→詳しくは４ページへ

→詳しくは３ページへ

→詳しくは４ページへ

６月定例会

【専決処分】令和３年度一般会計補正予算（第14号）
【専決処分】令和３年度交通災害共済事業特別会計補正予算（第１号）
【専決処分】令和３年度温泉事業特別会計補正予算（第２号）
【専決処分】令和３年度特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第４号）
【専決処分】税条例等の一部改正
【専決処分】都市計画税条例の一部改正
【専決処分】国民健康保険税条例の一部改正
消防ポンプ自動車の購入　　　　　　　　　　→詳しくは５ページ①へ
電子黒板の購入　　　　　　　　　　　　　　→詳しくは５ページ②へ
食器食缶洗浄機等の購入　　　　　　　　　　→詳しくは５ページ③へ
ナックルフォア艇の購入　　　　　　　　　　→詳しくは５ページ④へ
水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正
奨学金条例の一部改正
令和４年度一般会計補正予算（第２号）　　　→詳しくは６ページ⑤⑥⑦へ
令和４年度一般会計補正予算（第３号）　　　→詳しくは６ページ⑧⑨へ

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情
さらなる少人数学級推進と、教育予算の増額を求める陳情

陳　　　情　　　名

意　見　書　案　名

議　案　名（一部省略）

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に
戻すこと」を長野県知事に求める陳情 

消費税の事務に付加される適格請求書等保存方式（インボイス）の導入
を延期するよう国に対する意見書の提出を求める陳情

へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻
すことを求める意見書
消費税の事務に付加される適格請求書等保存方式（インボイス）の導入
を延期するよう国に求める意見書

諏訪湖生態系回復を強力に推進することを求める陳情

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書
さらなる少人数学級推進と、教育予算の増額を求める意見書
諏訪湖生態系回復を強力に推進することを求める意見書

賛
否
一
覧

議
決
結
果

陳情・意見書案の審査結果

　義務教育費国庫負担制度はH18年度の「三位一
体改革」の中で、国庫負担率が1／２から１／3
に引き下げられました。厳しい財政状況の中、独
自財源により人的配置を行う自治体もありますが、

自治体間の教育格差が生じることは大きな問題で
す。子どもたちが、全国のどこに住んでいても、
一定水準の教育を受けられることを要望するもの
です。

陳情第５号

陳情採択を受け

陳情者 長野県教職員組合諏訪支部
義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全会一致で採択

3 しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

　新年度以降も、コロナ禍において学校現場では
学びの保障や心のケア、感染症対策など不断の努
力を続けています。豊かな学びや学校の働き方改
革を実現するために、早急に国の制度としての30

人学級を実現するなど、さらなる少人数学級推進
と抜本的な定数改善計画に基づく教職員定数の改
善を要望するものです。

陳情第６号

さらなる少人数学級推進と、教育予算の増額を求める陳情　　　　　全会一致で採択

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国へ　　全会一致で可決

意見書案第２号 生活文教常任委員会提案

陳情採択を受け

さらなる少人数学級推進と、教育予算の増額を求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国へ　　全会一致で可決

意見書案第３号 生活文教常任委員会提案

陳情者 長野県教職員組合諏訪支部

　県は、「へき地教育振興法」に基づきへき地校の
特殊事情を考慮し、手当等の月額を文部科学省令
で定める額に準じて定めることとされています。
近隣県はその率に準じて支給されていますが、長
野県はH18年度より大幅に減額。へき地学校等を取
り巻く生活環境・交通事情等は改善されています
が、依然としてへき地校に勤務する教職員は生活
物資等の購入や医療機関受診等に困難を抱え、さ
らに原油の高騰は経済的負担を増大させています。
　教職員の人材確保、児童生徒の教育の機会均等、
教育条件整備の観点から、へき地手当率の水準を

近隣県並みに戻すことを県に求める内容です。

賛成討論「へき地に勤務する教職員の負担は大。
へき地校の教員確保の点からも、近隣県並みへの
引き上げは当然必要」
反対討論「当町には該当するへき地校は無い。
H18年度の改正は、職員団体との合意の上であっ
たし、県はへき地教育振興について認識し教職員
のモチベーションが下がらないよう考えていくと
の事であり、そのことに大いに期待している」
　採決の結果、賛成少数で、不採択。

陳情第７号

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を
長野県知事に求める陳情　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成少数で不採択
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陳情・意見書案の審査結果

　義務教育費国庫負担制度はH18年度の「三位一
体改革」の中で、国庫負担率が1／２から１／3
に引き下げられました。厳しい財政状況の中、独
自財源により人的配置を行う自治体もありますが、

自治体間の教育格差が生じることは大きな問題で
す。子どもたちが、全国のどこに住んでいても、
一定水準の教育を受けられることを要望するもの
です。

陳情第５号

陳情採択を受け

陳情者 長野県教職員組合諏訪支部
義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全会一致で採択

3 しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

　新年度以降も、コロナ禍において学校現場では
学びの保障や心のケア、感染症対策など不断の努
力を続けています。豊かな学びや学校の働き方改
革を実現するために、早急に国の制度としての30

人学級を実現するなど、さらなる少人数学級推進
と抜本的な定数改善計画に基づく教職員定数の改
善を要望するものです。

陳情第６号

さらなる少人数学級推進と、教育予算の増額を求める陳情　　　　　全会一致で採択

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国へ　　全会一致で可決

意見書案第２号 生活文教常任委員会提案

陳情採択を受け

さらなる少人数学級推進と、教育予算の増額を求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国へ　　全会一致で可決

意見書案第３号 生活文教常任委員会提案

陳情者 長野県教職員組合諏訪支部

　県は、「へき地教育振興法」に基づきへき地校の
特殊事情を考慮し、手当等の月額を文部科学省令
で定める額に準じて定めることとされています。
近隣県はその率に準じて支給されていますが、長
野県はH18年度より大幅に減額。へき地学校等を取
り巻く生活環境・交通事情等は改善されています
が、依然としてへき地校に勤務する教職員は生活
物資等の購入や医療機関受診等に困難を抱え、さ
らに原油の高騰は経済的負担を増大させています。
　教職員の人材確保、児童生徒の教育の機会均等、
教育条件整備の観点から、へき地手当率の水準を

近隣県並みに戻すことを県に求める内容です。

賛成討論「へき地に勤務する教職員の負担は大。
へき地校の教員確保の点からも、近隣県並みへの
引き上げは当然必要」
反対討論「当町には該当するへき地校は無い。
H18年度の改正は、職員団体との合意の上であっ
たし、県はへき地教育振興について認識し教職員
のモチベーションが下がらないよう考えていくと
の事であり、そのことに大いに期待している」
　採決の結果、賛成少数で、不採択。
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消費税の事務に付加される適格請求書等保存方式（インボイス）の導入
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陳情・意見書案の審査結果

　義務教育費国庫負担制度はH18年度の「三位一
体改革」の中で、国庫負担率が1／２から１／3
に引き下げられました。厳しい財政状況の中、独
自財源により人的配置を行う自治体もありますが、

自治体間の教育格差が生じることは大きな問題で
す。子どもたちが、全国のどこに住んでいても、
一定水準の教育を受けられることを要望するもの
です。

陳情第５号

陳情採択を受け

陳情者 長野県教職員組合諏訪支部
義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全会一致で採択

3 しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

　新年度以降も、コロナ禍において学校現場では
学びの保障や心のケア、感染症対策など不断の努
力を続けています。豊かな学びや学校の働き方改
革を実現するために、早急に国の制度としての30

人学級を実現するなど、さらなる少人数学級推進
と抜本的な定数改善計画に基づく教職員定数の改
善を要望するものです。

陳情第６号

さらなる少人数学級推進と、教育予算の増額を求める陳情　　　　　全会一致で採択

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国へ　　全会一致で可決

意見書案第２号 生活文教常任委員会提案

陳情採択を受け

さらなる少人数学級推進と、教育予算の増額を求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国へ　　全会一致で可決

意見書案第３号 生活文教常任委員会提案

陳情者 長野県教職員組合諏訪支部

　県は、「へき地教育振興法」に基づきへき地校の
特殊事情を考慮し、手当等の月額を文部科学省令
で定める額に準じて定めることとされています。
近隣県はその率に準じて支給されていますが、長
野県はH18年度より大幅に減額。へき地学校等を取
り巻く生活環境・交通事情等は改善されています
が、依然としてへき地校に勤務する教職員は生活
物資等の購入や医療機関受診等に困難を抱え、さ
らに原油の高騰は経済的負担を増大させています。
　教職員の人材確保、児童生徒の教育の機会均等、
教育条件整備の観点から、へき地手当率の水準を

近隣県並みに戻すことを県に求める内容です。

賛成討論「へき地に勤務する教職員の負担は大。
へき地校の教員確保の点からも、近隣県並みへの
引き上げは当然必要」
反対討論「当町には該当するへき地校は無い。
H18年度の改正は、職員団体との合意の上であっ
たし、県はへき地教育振興について認識し教職員
のモチベーションが下がらないよう考えていくと
の事であり、そのことに大いに期待している」
　採決の結果、賛成少数で、不採択。

陳情第７号

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を
長野県知事に求める陳情　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成少数で不採択

陳情者 長野県教職員組合諏訪支部
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4しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

陳情採択を受け

諏訪湖生態系回復を強力に推進することを求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　諏訪広域連合へ　　全会一致で可決

意見書案第４号 生活文教常任委員会提案

へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すことを
求める意見書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県へ　　　賛成少数で否決

意見書案第５号 ＊陳情第７号の願意に沿って　　　　提案者：金井　　賛成者：増沢　松井

消費税の事務に付加される適格請求書等保存方式（インボイス）の導入を延期するよ
う国に求める意見書　　　　　　　　　　　　　　　　国へ　　　賛成少数で否決

意見書案第６号 ＊陳情第10号の願意に沿って　　　　提案者：松井　　賛成者：増沢　金井

　近年、諏訪湖ではワカサギやエビなどの漁獲量
が激減し、鯉・鮒・もろこ等の姿も見えない。ま
た、ワカサギの遡上も激減している。県、圏域自治
体、漁協でも、流入河川の水質改善やヒシ除去、魚
介類の放流などに取り組んでいるが、調査研究お
よび魚介類の生存繁殖への対応は不十分である。
　よって、諏訪広域連合に対し、①漁獲量激減対

策と流入河川の更なる環境改善を、諏訪圏域６市
町村の共通課題として、早急に調査研究し対策を
講じること②諏訪広域連合で「広域的課題の調査
研究に関する事務」として取り上げ、調査研究事
務を推進すること③その結果を国・県に強力に提
言・要望することの３点を求める内容です。

陳情第９号

諏訪湖生態系回復を強力に推進することを求める陳情　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全会一致で採択

陳情者 諏訪湖漁業協同組合

　来年10月から開始される消費税の適格請求書等
保存方式（略称インボイス）をめぐって、年間売
上1, 000万円未満の零細事業者、農家、一人親方、
フリーランス、内職者、シルバー人材センターな
ど広範な人々が、インボイスを発行しようとすれ
ば消費税の申告納付を選択せざるを得なく、「消費
税を申告してまで仕事を続けられない」「仕事が引
き続きもらえるか」など、重大な岐路に立たされ
ています。この事態に対して、日本税理士会をは
じめとする団体が、制度の周知が不足しているこ
とから生じる社会的混乱を危惧しています。
　加えて、コロナ禍等による消費低下、円安・輸入

価格高騰・資材不足等の経済危機が進行している
ため、インボイス制度の延期を政府に求める内容
です。

賛成討論「制度の内容を知った方々からは疑問や
不安の声が多く、多くの団体が延期や中止を求め
ている」
反対討論「多くの事業者にとって、メリットがあ
る。制度開始後６年間は、経過措置もとられる」
「消費税は、社会保障の財源として重要。その確
保のためには、大切な制度」
　採決の結果、賛成少数で、不採択。

陳情第10号

消費税の事務に付加される適格請求書等保存方式(インボイス)の導入を延期するよ
う国に対する意見書の提出を求める陳情　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成少数で不採択

陳情者 諏訪地方民主商工会
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議会初日の即日議決議案の審査報告

5 しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

　第３分団四ツ角屯所に配備する４枚ドア６人乗
り、４ＷＤ、オートマチックの中型車両（2,442万円）
を購入。
　環境に配慮した無給油式のポンプを採用してい
ます。直近では２分団、７分団に同型車両（写真）
が納車されています。
　採決の結果、全会一致で可決しました。

①消防ポンプ自動車の購入
　中学校各教室に20台、小学校では来年度の本格
導入に向け、各校へ２台を配置。65型ディスプレ
イ、キャスター付きで高さは約２㍍、エルモ社製
で、信頼性があり導入実績も多い電子黒板（1,089
万円）で、国から約42万円の補助を受けます。
　今までの大型プロジェクターとは違い、現在、
学校で使用しているタブレットとリンクさせて活
用ができます。導入にあたり、教師へのレクチャ
ーも行ってもらえ、機器の設置については、学校
の夏休み期間中に
行う予定です。
　採決の結果、全
会一致で可決しま
した。

②電子黒板の購入 ①消防ポンプ自動車の購入

　下諏訪中学校の既存の機器は、Ｓ59年の購入で、
老朽化したため更新します。今回の機器（880万円）
は、給湯設備を野外に設置することによって、給
食調理室内の温度もあまり上がらず、不完全燃焼
の心配もなくなります。全額町の負担になります
が、操作性も良くなります。電子黒板と同様、夏
休み期間に設置作業を行う予定。
　採決の結果、全会一致で可決しました。

③食器食缶洗浄機等の購入③食器食缶洗浄機等の購入
　ナックルフォア艇が老朽化しているため、７艇
購入（946万円）します。購入する艇は、サンドイッ
チ構造を採用しており、古いものに比べて軽量化
されています。購入にあたって予定されていた、
スポーツ振興くじの助成額が増え町の支出が減額
されます。受注生産の為、納入までには半年かか
ります。
　採決の結果、全会一致で可決しました。

④ナックルフォア艇の購入④ナックルフォア艇の購入

②電子黒板の購入

審
査
報
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上1, 000万円未満の零細事業者、農家、一人親方、
フリーランス、内職者、シルバー人材センターな
ど広範な人々が、インボイスを発行しようとすれ
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税を申告してまで仕事を続けられない」「仕事が引
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意見書案第６号 ＊陳情第10号の願意に沿って　　　　提案者：松井　　賛成者：増沢　金井

　近年、諏訪湖ではワカサギやエビなどの漁獲量
が激減し、鯉・鮒・もろこ等の姿も見えない。ま
た、ワカサギの遡上も激減している。県、圏域自治
体、漁協でも、流入河川の水質改善やヒシ除去、魚
介類の放流などに取り組んでいるが、調査研究お
よび魚介類の生存繁殖への対応は不十分である。
　よって、諏訪広域連合に対し、①漁獲量激減対

策と流入河川の更なる環境改善を、諏訪圏域６市
町村の共通課題として、早急に調査研究し対策を
講じること②諏訪広域連合で「広域的課題の調査
研究に関する事務」として取り上げ、調査研究事
務を推進すること③その結果を国・県に強力に提
言・要望することの３点を求める内容です。

陳情第９号

諏訪湖生態系回復を強力に推進することを求める陳情　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全会一致で採択

陳情者 諏訪湖漁業協同組合

　来年10月から開始される消費税の適格請求書等
保存方式（略称インボイス）をめぐって、年間売
上1, 000万円未満の零細事業者、農家、一人親方、
フリーランス、内職者、シルバー人材センターな
ど広範な人々が、インボイスを発行しようとすれ
ば消費税の申告納付を選択せざるを得なく、「消費
税を申告してまで仕事を続けられない」「仕事が引
き続きもらえるか」など、重大な岐路に立たされ
ています。この事態に対して、日本税理士会をは
じめとする団体が、制度の周知が不足しているこ
とから生じる社会的混乱を危惧しています。
　加えて、コロナ禍等による消費低下、円安・輸入

価格高騰・資材不足等の経済危機が進行している
ため、インボイス制度の延期を政府に求める内容
です。

賛成討論「制度の内容を知った方々からは疑問や
不安の声が多く、多くの団体が延期や中止を求め
ている」
反対討論「多くの事業者にとって、メリットがあ
る。制度開始後６年間は、経過措置もとられる」
「消費税は、社会保障の財源として重要。その確
保のためには、大切な制度」
　採決の結果、賛成少数で、不採択。

陳情第10号

消費税の事務に付加される適格請求書等保存方式(インボイス)の導入を延期するよ
う国に対する意見書の提出を求める陳情　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成少数で不採択

陳情者 諏訪地方民主商工会

陳
情
・
意
見
書

議会初日の即日議決議案の審査報告

5 しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

　第３分団四ツ角屯所に配備する４枚ドア６人乗
り、４ＷＤ、オートマチックの中型車両（2,442万円）
を購入。
　環境に配慮した無給油式のポンプを採用してい
ます。直近では２分団、７分団に同型車両（写真）
が納車されています。
　採決の結果、全会一致で可決しました。

①消防ポンプ自動車の購入
　中学校各教室に20台、小学校では来年度の本格
導入に向け、各校へ２台を配置。65型ディスプレ
イ、キャスター付きで高さは約２㍍、エルモ社製
で、信頼性があり導入実績も多い電子黒板（1,089
万円）で、国から約42万円の補助を受けます。
　今までの大型プロジェクターとは違い、現在、
学校で使用しているタブレットとリンクさせて活
用ができます。導入にあたり、教師へのレクチャ
ーも行ってもらえ、機器の設置については、学校
の夏休み期間中に
行う予定です。
　採決の結果、全
会一致で可決しま
した。

②電子黒板の購入 ①消防ポンプ自動車の購入

　下諏訪中学校の既存の機器は、Ｓ59年の購入で、
老朽化したため更新します。今回の機器（880万円）
は、給湯設備を野外に設置することによって、給
食調理室内の温度もあまり上がらず、不完全燃焼
の心配もなくなります。全額町の負担になります
が、操作性も良くなります。電子黒板と同様、夏
休み期間に設置作業を行う予定。
　採決の結果、全会一致で可決しました。

③食器食缶洗浄機等の購入③食器食缶洗浄機等の購入
　ナックルフォア艇が老朽化しているため、７艇
購入（946万円）します。購入する艇は、サンドイッ
チ構造を採用しており、古いものに比べて軽量化
されています。購入にあたって予定されていた、
スポーツ振興くじの助成額が増え町の支出が減額
されます。受注生産の為、納入までには半年かか
ります。
　採決の結果、全会一致で可決しました。

④ナックルフォア艇の購入④ナックルフォア艇の購入

②電子黒板の購入

審
査
報
告



一般会計予算決算審査特別委員会審査報告

　御
柱
祭
山
出
し
が
車
両
に
よ
る
搬
送

と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策

を
講
じ
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
た
木

落
し
観
覧
席
販
売
が
中
止
さ
れ
た
こ
と

で
、
大
幅
な
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
御
柱

祭
実
行
委
員
会
へ
の
追
加
補
助
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
御
柱
祭
実
行
委
員
会
で

会
計
を
締
め
た
際
に
余
っ
た
分
は
、
町

へ
の
返
還
が
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
観
覧
席
用
の
お
土
産
品
に
つ
い

て
は
、
在
庫
販
売
が
継
続
さ
れ
て
お
り

今
後
売
上
の
精
算
が
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

 

　「
過
去
に
例
の
な
い
特
殊
な
状
況
下

で
の
御
柱
祭
の
開
催
で
あ
り
、
実
行
委

員
会
で
は
慎
重
な
検
討
会
議
を
重
ね
て

　個
人
か
ら
賜
っ
た
一
般
寄
附
金
や
、

17
件
の
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金

が
、
財
政
調
整
基
金
や
ふ
る
さ
と
ま
ち

づ
く
り
基
金
、
こ
ど
も
未
来
基
金
に
積

み
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
眼
科
屈
折
検
査
機
器
購
入
に

と
、
母
子
衛
生
寄
附
金
を
賜
り
ま
し
た
。

　当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
た
「
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
疲
弊
し
た
経
済
の
活
性
化
を
図
る

狙
い
で
す
。
当
初
予
定
し
て
い
た
20
％

の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
、
10
％
上
乗
せ
し

30
％
と
し
、
１
冊
１
万
３
０
０
０
円
分

２つの今年度補正予算を審議のうえ、全会一致で可決

⑤
コ
ロ
ナ
禍
で
の
御
柱
祭
に

　１
３
０
０
万
円
の
追
加
補
助

⑦
寄
附
金
の
積
み
立
て
や
活
用

⑨
小
学
校
へ
の
電
子
黒
板
配
備

⑥
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

　任
意
接
種
費
用
助
成
金

⑧
プ
レ
ミ
ア
ム
率
引
き
上
げ
の
商
品
券

　生
活
応
援
事
業
と
し
て
の
配
布
も

準
備
に
努
め
ら
れ
た
。
里
曳
き
の
み
一

般
町
民
参
加
で
行
わ
れ
た
が
、
多
く
の

人
が
伝
統
行
事
の
開
催
や
賑
わ
い
に
胸

を
撫
で
お
ろ
す
思
い
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
結
果
と
し
て
、
補
正
計
上
す
る

事
態
に
至
っ
た
こ
と
は
、
や
む
を
得
な

い
と
理
解
す
る
。
出
費
の
最
小
化
に
尽

力
頂
き
た
い
」「
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
の
点
か
ら
は
疑
問
が
残
る
が
、
生
じ

て
し
ま
っ
た
赤
字
は
や
む
を
得
な
い
。

６
年
後
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
祭
開

催
を
期
待
し
て
賛
成
」
と
の
討
論
が
あ

り
ま
し
た
。

　ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
予
防
接
種（
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
）
は
、
今
年
度
か
ら
積

極
的
接
種
勧
奨
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　積
極
的
な
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
る

間
に
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
受

け
る
機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
方
が
、

無
料
で
接
種
が
受
け
ら
れ
る
機
会
を
設

け
る
と
と
も
に
、
既
に
自
費
で
接
種
を

受
け
た
方
へ
接
種
費
用
の
助
成
金
を
交

付
す
る
た
め
、
47
万
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
「
町
独
自
策
と
し
て
、
充
分
な

Ｐ
Ｒ
を
」
と
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

の
商
品
券
を
１
万
円
で
販
売
。
８
月
初

旬
か
ら
の
利
用
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　Ｒ
２
年
度
の
商
品
券
販
売
時
は
、
購

入
希
望
が
殺
到
し
、
追
加
発
行
す
る
経

過
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
は
町
内

在
住
者
に
限
定
し
、
郵
便
や
ネ
ッ
ト
で

購
入
希
望
を
受
け
付
け
、
対
面
方
式
で

は
な
い
販
売
方
法
を
と
り
ま
す
。
購
入

上
限
冊
数
も
前
回
よ
り
少
な
く
す
る
予

定
と
の
事
で
す
が
、
詳
細
は
検
討
中
。

　併
せ
て
、
こ
の
商
品
券
を
「
生
活
応

援
」
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰

で
困
難
を
多
く
抱
え
る
住
民
税
非
課
税

世
帯
へ
は
一
冊
ず
つ
、
ま
た
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
対
し
、
子
ど

も
一
人
当
た
り
一
冊
ず
つ
、
ま
た
ひ
と

り
親
等
の
世
帯
に
は
上
乗
せ
し
、
簡
易

書
留
で
送
付
し
ま
す
。

　来
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
た
小
学
校

へ
の
電
子
黒
板
配
備
を
、
前
倒
し
で
行

う
こ
と
と
な
り
、
北
・
南
両
校
の
普
通

教
室
と
特
別
支
援
教
室
へ
の
配
備
33
台

分
、
１
４
９
７
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。　即

日
採
決
さ
れ
た
中
学
校
へ
の
配
備

と
同
等
品
を
想
定
、
年
度
内
の
納
品
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

6しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

有料観覧席用に準備された
　　　　「幻の御柱祭お土産セット」

審
査
報
告

議会初日の専決議案審査報告

7 しもすわ町議会だより

～どちらが読みやすいですか？～

UDフォント明 朝 体

令和4年7月22日

　R3年度一般会計歳入歳出にそれぞれ５億3,716
万円を追加して、予算総額を96億7,420万円にす
るものです。事業費の確定に伴い起債額（町の借入予
定金額）と地方債（町の借入額）を変更。
　歳入の増は、町民税の個人・法人の現年課税、た
ばこ税の増額分及び各種交付金の増額。
　歳出では、R3年度の決算で見込まれる余剰金を、
「公共施設整備基金」に2億1,300万円、「減債基金」
に1億300万円、「地域開発整備基金」に3億円を積
み立てます。
　また、文化センター改修工事の実施設計料7,010
万円に、基金及び起債を充当する予定でしたが、工
事延期の為、起債対象外となり、すべて町の一般財
源で賄う事になりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　

　現在の事業計画の将来人口の数値は、５年毎の国
勢調査による、R２年度の人口推計を採用していま
す。今回の改正は、R15年度の人口予測の数値1万
4,800人を採用し、今後の整備計画や収支計画に反
映させます。
　全会一致で可決しました。

　今までは、基金の預金利子を活用して奨学金の貸
付を行っていましたが、一定の条件の下で返還免除
を行っていることや利率低下により、預金利子だけ
での貸付事業に支障が出ることが予想されることか
ら、奨学金の原資も活用できるようにする改正です。
　この改正を行っても、７～８年で基金が枯渇して
しまうことも試算され、奨学金制度の継続について
は、今後こども未来基金などの活用も含め検討して
いく方向です。
　全会一致で可決しました。

⑩余剰金を基金に積立て

審
査
報
告

モ
ニ
タ
ー
の
目

☆一般質問の見出しの付け方が気になる。
　「見出しと内容」「質問と回答」が一致してい
　ない。
　
　・内容が伝わりやすい見出しとなるよう、
　　心がけていきます。
☆旧矢崎商店について全議員さんが真剣に考
　えて下さり、安心しました。
　
　・議会内での議論の経過を分かりやすくお
　　伝えできるよう、今後も努力していきま
　　す。
☆表紙が明るい雰囲気だと良いかなと思う。
　
　・タイトルのデザインを変更してみました
　　が、いかがでしょうか？

　今号から、「ユニバーサルデザインフォント
（ＵＤフォント）」を導入しました。
　このフォントは、誰にとっても読みやすく、
読み間違いがないようにデザインされた書体で
す。
　できるだけ多くの方に読んでいただける議会
だよりを目指してまいります！

広報特別委員会より

広報特別委員会より

広報特別委員会より

Ｒ４年

下諏訪

ぎかい

Ｒ４年

下諏訪

ぎかい

⑪下水道事業計画に将来人口を反映
総務経済常任委員会審査報告総務経済常任委員会審査報告

⑫奨学基金の原資も活用
生活文教常任委員会審査報告生活文教常任委員会審査報告
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と
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の
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を
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、
北
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の
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援
教
室
へ
の
配
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分
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。
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7 しもすわ町議会だより

～どちらが読みやすいですか？～

UDフォント明 朝 体

令和4年7月22日

　R3年度一般会計歳入歳出にそれぞれ５億3,716
万円を追加して、予算総額を96億7,420万円にす
るものです。事業費の確定に伴い起債額（町の借入予
定金額）と地方債（町の借入額）を変更。
　歳入の増は、町民税の個人・法人の現年課税、た
ばこ税の増額分及び各種交付金の増額。
　歳出では、R3年度の決算で見込まれる余剰金を、
「公共施設整備基金」に2億1,300万円、「減債基金」
に1億300万円、「地域開発整備基金」に3億円を積
み立てます。
　また、文化センター改修工事の実施設計料7,010
万円に、基金及び起債を充当する予定でしたが、工
事延期の為、起債対象外となり、すべて町の一般財
源で賄う事になりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　

　現在の事業計画の将来人口の数値は、５年毎の国
勢調査による、R２年度の人口推計を採用していま
す。今回の改正は、R15年度の人口予測の数値1万
4,800人を採用し、今後の整備計画や収支計画に反
映させます。
　全会一致で可決しました。

　今までは、基金の預金利子を活用して奨学金の貸
付を行っていましたが、一定の条件の下で返還免除
を行っていることや利率低下により、預金利子だけ
での貸付事業に支障が出ることが予想されることか
ら、奨学金の原資も活用できるようにする改正です。
　この改正を行っても、７～８年で基金が枯渇して
しまうことも試算され、奨学金制度の継続について
は、今後こども未来基金などの活用も含め検討して
いく方向です。
　全会一致で可決しました。

⑩余剰金を基金に積立て

審
査
報
告

モ
ニ
タ
ー
の
目

☆一般質問の見出しの付け方が気になる。
　「見出しと内容」「質問と回答」が一致してい
　ない。
　
　・内容が伝わりやすい見出しとなるよう、
　　心がけていきます。
☆旧矢崎商店について全議員さんが真剣に考
　えて下さり、安心しました。
　
　・議会内での議論の経過を分かりやすくお
　　伝えできるよう、今後も努力していきま
　　す。
☆表紙が明るい雰囲気だと良いかなと思う。
　
　・タイトルのデザインを変更してみました
　　が、いかがでしょうか？

　今号から、「ユニバーサルデザインフォント
（ＵＤフォント）」を導入しました。
　このフォントは、誰にとっても読みやすく、
読み間違いがないようにデザインされた書体で
す。
　できるだけ多くの方に読んでいただける議会
だよりを目指してまいります！

広報特別委員会より

広報特別委員会より

広報特別委員会より

Ｒ４年

下諏訪

ぎかい
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ぎかい

⑪下水道事業計画に将来人口を反映
総務経済常任委員会審査報告総務経済常任委員会審査報告

⑫奨学基金の原資も活用
生活文教常任委員会審査報告生活文教常任委員会審査報告
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Ｒ４年

下諏訪

ぎかい

Ｒ４年

下諏訪

ぎかい

⑪下水道事業計画に将来人口を反映
総務経済常任委員会審査報告総務経済常任委員会審査報告

⑫奨学基金の原資も活用
生活文教常任委員会審査報告生活文教常任委員会審査報告



問

　過
去
３
年
間
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
利
用
状
況
は
。

建
設
水
道
課
長

　Ｒ
１
年
は
２

８
３
人
、
Ｒ
２
年
は
１
３
４
人
、

Ｒ
３
年
は
１
６
１
人
で
、
減
少

傾
向
。

問

　テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
状

況
は
。

建
設
水
道
課
長

　凍
結
、
融
解

を
繰
り
返
し
て
お
り
、
８
面
中

２
面
は
使
用
で
き
な
い
状
況
。

問

　今
後
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

活
用
の
考
え
は
。

町
長

　開
設
当
時
は
町
内
外
か

ら
の
利
用
者
が
多
か
っ
た
が
、

現
在
は
テ
ニ
ス
ブ
ー
ム
が
収
束

傾
向
に
あ
る
。
コ
ー
ト
の
修
繕

も
考
え
た
が
、
経
費
が
か
か
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
で

検
討
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

問

　山
や
自
然
を
活
用
し
た
健

康
推
進
と
、
諏
訪
湖
畔
の
健
康

ゾ
ー
ン
を
結
ぶ
ま
ち
づ
く
り
は
。

町
長

　山
と
里
を
結
ぶ
道
路
整

備
が
必
要
。
大
き
な
事
業
に
な

る
の
で
、
検
討
し
て
い
く
。

問

　温
泉
審
議
会
で
の
温
泉
熱

発
電
の
検
討
は
。

建
設
水
道
課
長

　シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
示
し
て
検
討
し
た
が
、

コ
ス
ト
面
や
投
資
面
で
の
疑
問

の
声
が
あ
っ
た
。

問

　国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活

用
し
て
の
発
電
は
ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長

　町
独
自
の
検

討
で
は
発
電
可
能
は
４
か
所
で
、

高
木
３
号
井
が
有
力
で
あ
る
が
、

リ
ス
ク
が
大
き
く
、
民
間
活
用

に
よ
る
対
応
が
望
ま
し
い
。

問

　国
民
保
養
温
泉
地
へ
の
登

録
を
考
え
な
い
か
。

町
長

　町
内
に
は
４
人
の
温
泉

療
法
士
が
い
る
。
温
泉
を
活
用

し
た
観
光
化
と
基
本
的
な
考
え

は
一
緒
だ
と
思
う
の
で
、研
究
・

検
討
し
て
い
き
た
い
。

６月定例会の一般質問は
12人が行いました。

下諏訪町議会のホームページか
ら、一般質問の詳細や録画画像
の動画を見ることができます。
パソコン、スマートフォンから、
いつでもご覧いただけます。

一 般 質 問
私たちは問いかけ提案する

８ｐ　　　 中山　　透

９ｐ　　　 田嶋　　彰

　　　　　 中村　光良

10ｐ　　　 樽川　信仁

　　　　　 野沢　弘子

11ｐ　　　 増沢　昌明

　　　　　 岩村　清司

12ｐ　　　 林　　元夫

　　　　　 金井　敬子

13ｐ　　　 松井　節夫

　　　　　 大橋　和子

14ｐ　　　 青木　利子

「いずみ湖テニスコートの今後の活用は」

「お舟祭りの中止や規制の考えは」

「町民菜園活用で町の農業を元気に」

「昨年８月の豪雨災害の教訓は」

「小学校休校等助成金　延長の周知は」

「ロシアとウクライナの戦争をどう見るか」

「期末における町の借金の総額は」

「国保基金増額による激変緩和措置を」

「就学援助費支給項目の拡充を」

「大久保沢復旧工事遅れの原因は」

「タブレットを活用した教育等の相談は」

「女性課長２人目の登用の考えは」

自
然
利
用
の
健
康
ゾ
ー
ン

温
泉
事
業
の
今
後

8しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

町 長

流行に左右されない
　　　　　　　施設を

いずみ湖テニスコートの
　　　　　　今後の活用は

中山　透
なかやま とおる

中山　透
なかやま とおる

一
般
質
問

問

　町
民
菜
園
の
現
状
は
ど
う

か
。

産
業
振
興
課
長

　全
町
内
34
か

所
で
２
１
２
区
画
を
用
意
。

１
５
０
人
で
２
０
２
区
画
を
利

用
し
、
利
用
率
は
95
％
。

問

　定
年
退
職
者
な
ど
を
農
業

に
誘
導
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長

　農
地
所
有
者

と
就
農
希
望
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
り
、
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

就
農
支
援
に
努
め
た
い
。

問

　朝
市
で
、
朝
食
・
昼
食
向

け
食
料
品
の
販
売
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長

　朝
市
活
性
化

は
課
題
。
検
討
が
必
要
だ
。

問

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
保
育
園

児
や
低
学
年
児
童
を
も
つ
保
護

者
に
と
っ
て
は
、
休
園
や
休
校

は
切
実
な
問
題
と
し
て
窮
地
に

立
た
さ
れ
る
。
保
育
園
運
営
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　開
園
が
原

則
だ
が
、
３
園
で
休
園
・
ク
ラ

ス
閉
鎖
し
た
。
こ
の
２
年
で
き

て
い
な
か
っ
た
プ
ー
ル
を
再
開

す
る
。

問

　小
学
校
で
は
、
好
天
の
下

で
運
動
会
が
行
わ
れ
、
児
童
に

も
保
護
者
に
も
良
い
１
日
と
な

っ
た
。
今
後
の
見
通
し
は
ど
う

か
。

教
育
長

　音
楽
会
や
修
学
旅
行

等
が
、
計
画
ど
お
り
行
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
嬉
し
い
。

問

　中
学
校
生
活
は
、
小
学
校

と
は
全
く
違
う
学
習
形
態
や
、

部
活
・
生
徒
会
の
レ
ベ
ル
が
上

が
り
、
重
要
な
３
年
間
だ
。
今

後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

教
育
長

　修
学
旅
行
は
、
社
中

が
関
西
方
面
で
実
施
済
み
。
下

中
は
７
月
上
旬
に
北
陸
方
面
へ

行
く
。
平
常
時
に
近
い
状
況
に

切
り
替
え
て
お
り
、
文
化
祭
や

音
楽
祭
も
計
画
通
り
や
り
た
い
。

問

　お
舟
祭
り
の
開
催
に
つ
い

て
の
考
え
方
は
。

町
長

　諏
訪
圏
域
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
に

よ
り
、
規
模
縮
小
や
中
止
を
判

断
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
の

動
向
に
注
視
し
感
染
防
止
対
策

を
図
り
な
が
ら
、
規
模
縮
小
や

変
更
を
加
え
た
形
で
、
開
催
に

向
け
た
準
備
を
行
っ
て
い
く
。

問

　町
と
し
て
、
御
柱
祭
後
の

観
光
の
考
え
は
。

産
業
振
興
課
長

　観
光
振
興
局

の
観
光
推
進
部
を
中
心
に
、「
観

光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
充
実

や
情
報
発
信
の
充
実
を
図
る
。

問

　新
し
い
取
り
組
み
や
施
策

は
。

産
業
振
興
課
長

　観
光
推
進
部

の
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
中
心
と
な
り
「
星
ヶ

塔
遺
跡
」
と
「
御
柱
祭
」
を
組

み
合
わ
せ
た
観
光
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
企
画
し
、
販
売
。
そ
れ

以
外
も
企
画
し
て
い
く
。

問

　小
宮
祭
を
活
用
し
た
観
光

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
。

産
業
振
興
課
長

　い
く
つ
か
の

課
題
が
あ
る
。
地
域
や
地
区
の

理
解
を
得
た
う
え
で
、
早
め
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
発
信
な
ど
が
必

要
。
現
在
、
諏
訪
地
方
観
光
連

盟
が
情
報
収
集
を
し
て
、
関
心

を
持
つ
観
光
客
の
皆
様
が
参
加

で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

問

　今
後
の
外
国
人
観
光
客
の

受
け
入
れ
は
。

産
業
振
興
課
長

　国
の
方
針
を

受
け
、
観
光
事
業
者
と
協
力
・

連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
。

問

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
防
止
策
は
。

産
業
振
興
課
長

　観
光
庁
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
て
、
観

光
関
連
事
業
者
と
連
携
し
て
行

っ
て
い
く
。

御
柱
祭
後
の
観
光
は

学
校
な
ど
の
見
通
し
は

外
国
人
観
光
客
の
受
入
れ

朝市オープニング式

感染防止を図りながら
　　　　　　　　準備

お舟祭りの中止や規制の
　　　　　　　　　考えは

田嶋　彰田嶋　彰

関係機関と
　　協力していく

町民菜園活用で
　　　　町の農業を元気に

中村 光良中村 光良 産業振興課長 産業振興課長

9 しもすわ町議会だより
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た じま あきらた じま あきらなかむら みつよしなかむら みつよし

一
般
質
問

問

　過
去
３
年
間
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
利
用
状
況
は
。

建
設
水
道
課
長

　Ｒ
１
年
は
２

８
３
人
、
Ｒ
２
年
は
１
３
４
人
、

Ｒ
３
年
は
１
６
１
人
で
、
減
少

傾
向
。

問

　テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
状

況
は
。

建
設
水
道
課
長

　凍
結
、
融
解

を
繰
り
返
し
て
お
り
、
８
面
中

２
面
は
使
用
で
き
な
い
状
況
。

問

　今
後
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

活
用
の
考
え
は
。

町
長

　開
設
当
時
は
町
内
外
か

ら
の
利
用
者
が
多
か
っ
た
が
、

現
在
は
テ
ニ
ス
ブ
ー
ム
が
収
束

傾
向
に
あ
る
。
コ
ー
ト
の
修
繕

も
考
え
た
が
、
経
費
が
か
か
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
で

検
討
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

問

　山
や
自
然
を
活
用
し
た
健

康
推
進
と
、
諏
訪
湖
畔
の
健
康

ゾ
ー
ン
を
結
ぶ
ま
ち
づ
く
り
は
。

町
長

　山
と
里
を
結
ぶ
道
路
整

備
が
必
要
。
大
き
な
事
業
に
な

る
の
で
、
検
討
し
て
い
く
。

問

　温
泉
審
議
会
で
の
温
泉
熱

発
電
の
検
討
は
。

建
設
水
道
課
長

　シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
示
し
て
検
討
し
た
が
、

コ
ス
ト
面
や
投
資
面
で
の
疑
問

の
声
が
あ
っ
た
。

問

　国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活

用
し
て
の
発
電
は
ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長

　町
独
自
の
検

討
で
は
発
電
可
能
は
４
か
所
で
、

高
木
３
号
井
が
有
力
で
あ
る
が
、

リ
ス
ク
が
大
き
く
、
民
間
活
用

に
よ
る
対
応
が
望
ま
し
い
。

問

　国
民
保
養
温
泉
地
へ
の
登

録
を
考
え
な
い
か
。

町
長

　町
内
に
は
４
人
の
温
泉

療
法
士
が
い
る
。
温
泉
を
活
用

し
た
観
光
化
と
基
本
的
な
考
え

は
一
緒
だ
と
思
う
の
で
、研
究
・

検
討
し
て
い
き
た
い
。

６月定例会の一般質問は
12人が行いました。

下諏訪町議会のホームページか
ら、一般質問の詳細や録画画像
の動画を見ることができます。
パソコン、スマートフォンから、
いつでもご覧いただけます。

一 般 質 問
私たちは問いかけ提案する

８ｐ　　　 中山　　透

９ｐ　　　 田嶋　　彰

　　　　　 中村　光良

10ｐ　　　 樽川　信仁

　　　　　 野沢　弘子

11ｐ　　　 増沢　昌明

　　　　　 岩村　清司

12ｐ　　　 林　　元夫

　　　　　 金井　敬子

13ｐ　　　 松井　節夫

　　　　　 大橋　和子

14ｐ　　　 青木　利子

「いずみ湖テニスコートの今後の活用は」

「お舟祭りの中止や規制の考えは」

「町民菜園活用で町の農業を元気に」

「昨年８月の豪雨災害の教訓は」

「小学校休校等助成金　延長の周知は」

「ロシアとウクライナの戦争をどう見るか」

「期末における町の借金の総額は」

「国保基金増額による激変緩和措置を」

「就学援助費支給項目の拡充を」

「大久保沢復旧工事遅れの原因は」

「タブレットを活用した教育等の相談は」

「女性課長２人目の登用の考えは」

自
然
利
用
の
健
康
ゾ
ー
ン

温
泉
事
業
の
今
後

8しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

町 長

流行に左右されない
　　　　　　　施設を

いずみ湖テニスコートの
　　　　　　今後の活用は

中山　透
なかやま とおる

中山　透
なかやま とおる

一
般
質
問

問

　町
民
菜
園
の
現
状
は
ど
う

か
。

産
業
振
興
課
長

　全
町
内
34
か

所
で
２
１
２
区
画
を
用
意
。

１
５
０
人
で
２
０
２
区
画
を
利

用
し
、
利
用
率
は
95
％
。

問

　定
年
退
職
者
な
ど
を
農
業

に
誘
導
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長

　農
地
所
有
者

と
就
農
希
望
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
り
、
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

就
農
支
援
に
努
め
た
い
。

問

　朝
市
で
、
朝
食
・
昼
食
向

け
食
料
品
の
販
売
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長

　朝
市
活
性
化

は
課
題
。
検
討
が
必
要
だ
。

問

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
保
育
園

児
や
低
学
年
児
童
を
も
つ
保
護

者
に
と
っ
て
は
、
休
園
や
休
校

は
切
実
な
問
題
と
し
て
窮
地
に

立
た
さ
れ
る
。
保
育
園
運
営
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　開
園
が
原

則
だ
が
、
３
園
で
休
園
・
ク
ラ

ス
閉
鎖
し
た
。
こ
の
２
年
で
き

て
い
な
か
っ
た
プ
ー
ル
を
再
開

す
る
。

問

　小
学
校
で
は
、
好
天
の
下

で
運
動
会
が
行
わ
れ
、
児
童
に

も
保
護
者
に
も
良
い
１
日
と
な

っ
た
。
今
後
の
見
通
し
は
ど
う

か
。

教
育
長

　音
楽
会
や
修
学
旅
行

等
が
、
計
画
ど
お
り
行
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
嬉
し
い
。

問

　中
学
校
生
活
は
、
小
学
校

と
は
全
く
違
う
学
習
形
態
や
、

部
活
・
生
徒
会
の
レ
ベ
ル
が
上

が
り
、
重
要
な
３
年
間
だ
。
今

後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

教
育
長

　修
学
旅
行
は
、
社
中

が
関
西
方
面
で
実
施
済
み
。
下

中
は
７
月
上
旬
に
北
陸
方
面
へ

行
く
。
平
常
時
に
近
い
状
況
に

切
り
替
え
て
お
り
、
文
化
祭
や

音
楽
祭
も
計
画
通
り
や
り
た
い
。

問

　お
舟
祭
り
の
開
催
に
つ
い

て
の
考
え
方
は
。

町
長

　諏
訪
圏
域
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
に

よ
り
、
規
模
縮
小
や
中
止
を
判

断
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
の

動
向
に
注
視
し
感
染
防
止
対
策

を
図
り
な
が
ら
、
規
模
縮
小
や

変
更
を
加
え
た
形
で
、
開
催
に

向
け
た
準
備
を
行
っ
て
い
く
。

問

　町
と
し
て
、
御
柱
祭
後
の

観
光
の
考
え
は
。

産
業
振
興
課
長

　観
光
振
興
局

の
観
光
推
進
部
を
中
心
に
、「
観

光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
充
実

や
情
報
発
信
の
充
実
を
図
る
。

問

　新
し
い
取
り
組
み
や
施
策

は
。

産
業
振
興
課
長

　観
光
推
進
部

の
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
中
心
と
な
り
「
星
ヶ

塔
遺
跡
」
と
「
御
柱
祭
」
を
組

み
合
わ
せ
た
観
光
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
企
画
し
、
販
売
。
そ
れ

以
外
も
企
画
し
て
い
く
。

問

　小
宮
祭
を
活
用
し
た
観
光

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
。

産
業
振
興
課
長

　い
く
つ
か
の

課
題
が
あ
る
。
地
域
や
地
区
の

理
解
を
得
た
う
え
で
、
早
め
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
発
信
な
ど
が
必

要
。
現
在
、
諏
訪
地
方
観
光
連

盟
が
情
報
収
集
を
し
て
、
関
心

を
持
つ
観
光
客
の
皆
様
が
参
加

で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

問

　今
後
の
外
国
人
観
光
客
の

受
け
入
れ
は
。

産
業
振
興
課
長

　国
の
方
針
を

受
け
、
観
光
事
業
者
と
協
力
・

連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
。

問

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
防
止
策
は
。

産
業
振
興
課
長

　観
光
庁
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
て
、
観

光
関
連
事
業
者
と
連
携
し
て
行

っ
て
い
く
。

御
柱
祭
後
の
観
光
は

学
校
な
ど
の
見
通
し
は

外
国
人
観
光
客
の
受
入
れ

朝市オープニング式

感染防止を図りながら
　　　　　　　　準備

お舟祭りの中止や規制の
　　　　　　　　　考えは

田嶋　彰田嶋　彰

関係機関と
　　協力していく

町民菜園活用で
　　　　町の農業を元気に

中村 光良中村 光良 産業振興課長 産業振興課長
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問

　過
去
３
年
間
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
利
用
状
況
は
。

建
設
水
道
課
長

　Ｒ
１
年
は
２

８
３
人
、
Ｒ
２
年
は
１
３
４
人
、

Ｒ
３
年
は
１
６
１
人
で
、
減
少

傾
向
。

問

　テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
状

況
は
。

建
設
水
道
課
長

　凍
結
、
融
解

を
繰
り
返
し
て
お
り
、
８
面
中

２
面
は
使
用
で
き
な
い
状
況
。

問

　今
後
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

活
用
の
考
え
は
。

町
長

　開
設
当
時
は
町
内
外
か

ら
の
利
用
者
が
多
か
っ
た
が
、

現
在
は
テ
ニ
ス
ブ
ー
ム
が
収
束

傾
向
に
あ
る
。
コ
ー
ト
の
修
繕

も
考
え
た
が
、
経
費
が
か
か
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
で

検
討
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

問

　山
や
自
然
を
活
用
し
た
健

康
推
進
と
、
諏
訪
湖
畔
の
健
康

ゾ
ー
ン
を
結
ぶ
ま
ち
づ
く
り
は
。

町
長

　山
と
里
を
結
ぶ
道
路
整

備
が
必
要
。
大
き
な
事
業
に
な

る
の
で
、
検
討
し
て
い
く
。

問

　温
泉
審
議
会
で
の
温
泉
熱

発
電
の
検
討
は
。

建
設
水
道
課
長

　シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
示
し
て
検
討
し
た
が
、

コ
ス
ト
面
や
投
資
面
で
の
疑
問

の
声
が
あ
っ
た
。

問

　国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活

用
し
て
の
発
電
は
ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長

　町
独
自
の
検

討
で
は
発
電
可
能
は
４
か
所
で
、

高
木
３
号
井
が
有
力
で
あ
る
が
、

リ
ス
ク
が
大
き
く
、
民
間
活
用

に
よ
る
対
応
が
望
ま
し
い
。

問

　国
民
保
養
温
泉
地
へ
の
登

録
を
考
え
な
い
か
。

町
長

　町
内
に
は
４
人
の
温
泉

療
法
士
が
い
る
。
温
泉
を
活
用

し
た
観
光
化
と
基
本
的
な
考
え

は
一
緒
だ
と
思
う
の
で
、研
究
・

検
討
し
て
い
き
た
い
。

６月定例会の一般質問は
12人が行いました。

下諏訪町議会のホームページか
ら、一般質問の詳細や録画画像
の動画を見ることができます。
パソコン、スマートフォンから、
いつでもご覧いただけます。

一 般 質 問
私たちは問いかけ提案する

８ｐ　　　 中山　　透

９ｐ　　　 田嶋　　彰

　　　　　 中村　光良

10ｐ　　　 樽川　信仁

　　　　　 野沢　弘子

11ｐ　　　 増沢　昌明

　　　　　 岩村　清司

12ｐ　　　 林　　元夫

　　　　　 金井　敬子

13ｐ　　　 松井　節夫

　　　　　 大橋　和子

14ｐ　　　 青木　利子

「いずみ湖テニスコートの今後の活用は」

「お舟祭りの中止や規制の考えは」

「町民菜園活用で町の農業を元気に」

「昨年８月の豪雨災害の教訓は」

「小学校休校等助成金　延長の周知は」

「ロシアとウクライナの戦争をどう見るか」

「期末における町の借金の総額は」

「国保基金増額による激変緩和措置を」

「就学援助費支給項目の拡充を」

「大久保沢復旧工事遅れの原因は」

「タブレットを活用した教育等の相談は」

「女性課長２人目の登用の考えは」

自
然
利
用
の
健
康
ゾ
ー
ン

温
泉
事
業
の
今
後

8しもすわ町議会だより
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町 長

流行に左右されない
　　　　　　　施設を

いずみ湖テニスコートの
　　　　　　今後の活用は

中山　透
なかやま とおる

中山　透
なかやま とおる

一
般
質
問

問

　町
民
菜
園
の
現
状
は
ど
う

か
。

産
業
振
興
課
長

　全
町
内
34
か

所
で
２
１
２
区
画
を
用
意
。

１
５
０
人
で
２
０
２
区
画
を
利

用
し
、
利
用
率
は
95
％
。

問

　定
年
退
職
者
な
ど
を
農
業

に
誘
導
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長

　農
地
所
有
者

と
就
農
希
望
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
り
、
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

就
農
支
援
に
努
め
た
い
。

問

　朝
市
で
、
朝
食
・
昼
食
向

け
食
料
品
の
販
売
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長

　朝
市
活
性
化

は
課
題
。
検
討
が
必
要
だ
。

問

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
保
育
園

児
や
低
学
年
児
童
を
も
つ
保
護

者
に
と
っ
て
は
、
休
園
や
休
校

は
切
実
な
問
題
と
し
て
窮
地
に

立
た
さ
れ
る
。
保
育
園
運
営
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　開
園
が
原

則
だ
が
、
３
園
で
休
園
・
ク
ラ

ス
閉
鎖
し
た
。
こ
の
２
年
で
き

て
い
な
か
っ
た
プ
ー
ル
を
再
開

す
る
。

問

　小
学
校
で
は
、
好
天
の
下

で
運
動
会
が
行
わ
れ
、
児
童
に

も
保
護
者
に
も
良
い
１
日
と
な

っ
た
。
今
後
の
見
通
し
は
ど
う

か
。

教
育
長

　音
楽
会
や
修
学
旅
行

等
が
、
計
画
ど
お
り
行
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
嬉
し
い
。

問

　中
学
校
生
活
は
、
小
学
校

と
は
全
く
違
う
学
習
形
態
や
、

部
活
・
生
徒
会
の
レ
ベ
ル
が
上

が
り
、
重
要
な
３
年
間
だ
。
今

後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

教
育
長

　修
学
旅
行
は
、
社
中

が
関
西
方
面
で
実
施
済
み
。
下

中
は
７
月
上
旬
に
北
陸
方
面
へ

行
く
。
平
常
時
に
近
い
状
況
に

切
り
替
え
て
お
り
、
文
化
祭
や

音
楽
祭
も
計
画
通
り
や
り
た
い
。

問

　お
舟
祭
り
の
開
催
に
つ
い

て
の
考
え
方
は
。

町
長

　諏
訪
圏
域
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
に

よ
り
、
規
模
縮
小
や
中
止
を
判

断
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
の

動
向
に
注
視
し
感
染
防
止
対
策

を
図
り
な
が
ら
、
規
模
縮
小
や

変
更
を
加
え
た
形
で
、
開
催
に

向
け
た
準
備
を
行
っ
て
い
く
。

問

　町
と
し
て
、
御
柱
祭
後
の

観
光
の
考
え
は
。

産
業
振
興
課
長

　観
光
振
興
局

の
観
光
推
進
部
を
中
心
に
、「
観

光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
充
実

や
情
報
発
信
の
充
実
を
図
る
。

問

　新
し
い
取
り
組
み
や
施
策

は
。

産
業
振
興
課
長

　観
光
推
進
部

の
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
中
心
と
な
り
「
星
ヶ

塔
遺
跡
」
と
「
御
柱
祭
」
を
組

み
合
わ
せ
た
観
光
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
企
画
し
、
販
売
。
そ
れ

以
外
も
企
画
し
て
い
く
。

問

　小
宮
祭
を
活
用
し
た
観
光

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
。

産
業
振
興
課
長

　い
く
つ
か
の

課
題
が
あ
る
。
地
域
や
地
区
の

理
解
を
得
た
う
え
で
、
早
め
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
発
信
な
ど
が
必

要
。
現
在
、
諏
訪
地
方
観
光
連

盟
が
情
報
収
集
を
し
て
、
関
心

を
持
つ
観
光
客
の
皆
様
が
参
加

で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

問

　今
後
の
外
国
人
観
光
客
の

受
け
入
れ
は
。

産
業
振
興
課
長

　国
の
方
針
を

受
け
、
観
光
事
業
者
と
協
力
・

連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
。

問

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
防
止
策
は
。

産
業
振
興
課
長

　観
光
庁
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
て
、
観

光
関
連
事
業
者
と
連
携
し
て
行

っ
て
い
く
。

御
柱
祭
後
の
観
光
は

学
校
な
ど
の
見
通
し
は

外
国
人
観
光
客
の
受
入
れ

朝市オープニング式

感染防止を図りながら
　　　　　　　　準備

お舟祭りの中止や規制の
　　　　　　　　　考えは

田嶋　彰田嶋　彰

関係機関と
　　協力していく

町民菜園活用で
　　　　町の農業を元気に

中村 光良中村 光良 産業振興課長 産業振興課長
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問

　図
書
館
で
書
籍
用
消
毒
器

設
置
が
困
難
な
理
由
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　効
果
や
経

費
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
。

問

　給
食
費
の
負
担
軽
減
の
考

え
は
。

町
長

　保
護
者
に
負
担
を
求
め

る
考
え
は
な
く
、
値
上
げ
が
必

要
と
な
る
状
況
に
な
れ
ば
、
補

助
金
な
ど
で
対
応
し
た
い
。

問

　低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
の
考
え
は
。

町
長

　住
民
税
非
課
税
世
帯
、

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
な
ど
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
配
布
す
る
予
定
。

問

　プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

発
行
に
つ
い
て
、
上
乗
せ
は
。

町
長

　国
か
ら
、
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
追
加
配
分
が
決
ま

っ
た
。
定
例
会
最
終
日
に
補
正

予
算
で
上
乗
せ
拡
充
し
た
い
。

問

　イ
オ
ン
出
店
に
つ
い
て
、

町
で
把
握
し
て
い
る
こ
と
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　イ
オ
ン
新

店
舗
内
へ
の
子
育
て
支
援
施
設

の
開
設
を
検
討
し
て
い
る
。
イ

オ
ン
と
は
逐
次
情
報
交
換
を
し

て
お
り
、
４
月
下
旬
に
町
長
か

ら
早
期
開
店
を
再
要
望
し
た
。

問

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

ポ
イ
ン
ト
付
与
拡
充
が
６
月
30

日
か
ら
始
ま
る
。
交
付
率
増
に

向
け
た
工
夫
・
対
策
は
。

住
民
環
境
課
長

　県
知
事
選
挙

の
期
日
前
投
票
期
間
に
合
わ
せ
、

夜
間
申
請
窓
口
を
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
に
設
け
る
予
定
。

問

　Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

の
支
援
強
化
は
。

保
健
福
祉
課
長

　対
象
年
齢
を

超
え
て
自
費
で
接
種
を
受
け
た

人
へ
の
助
成
費
用
と
し
て
、
補

正
予
算
を
計
上
す
る
。

しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

教育こども課長

小学校等へ
　　５回案内発信

小学校休業等助成金
　　　　　　延長の周知は

野沢 弘子野沢 弘子
の ざわ ひろ この ざわ ひろ こ

問

　課
題
・
反
省
点
は
。

総
務
課
長

　防
災
無
線
利
用
促

進
と
、
個
人
意
識
を
高
め
る
啓

蒙
活
動
に
力
を
入
れ
る
。

問

　数
値
が
上
昇
し
て
い
る
項

目
と
は
何
か
。

住
民
環
境
課
長

　ダ
イ
オ
キ
シ

ン
で
詳
細
調
査
を
行
う
。
安
心

安
全
な
土
地
回
復
を
目
指
す
。

問

　Ｒ
１
４
２
号
線
沿
い
の
不

法
投
棄
を
食
い
止
め
る
に
は
。

住
民
環
境
課
長

　県
と
力
を
合

わ
せ
、
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
や
モ

ラ
ル
向
上
に
取
り
組
む
。

問

　カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
被
害

に
ど
う
対
処
す
る
か
。

住
民
環
境
課
長

　被
害
が
あ
っ

た
場
所
は
、
住
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
、
十
分
な
対
策
を
行

い
た
い
。
５
１
１
か
所
の
ご
み

置
き
場
の
点
検
や
、
囲
い
を
す

る
こ
と
で
対
処
し
た
い
。

問

　「チ
ャ
レ
ス
テ
し
も
す
わ
」

の
実
績
は
。

産
業
振
興
課
長

　５
月
現
在
で

27
店
舗
の
出
店
が
あ
り
、
出
店

者
も
利
用
者
も
、
納
得
の
い
く

状
況
で
あ
る
。

問

　観
光
案
内
所
や
駅
２
階
へ

繋
げ
た
ら
ど
う
か
。

町
長

　玄
関
口
と
し
て
旅
行
者

や
利
用
者
に
十
分
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
場
所
で
あ
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問

　出
店
実
績
は
。

建
設
水
道
課
長

　15
日
間
出
店

で
、
売
上
実
績
が
あ
っ
た
。
公

園
へ
の
出
店
は
好
評
。

問

　設
備
補
助
や
融
資
は
。

産
業
振
興
課
長

　キ
ッ
チ
ン
カ

ー
そ
の
も
の
に
は
な
い
が
、
融

資
制
度
の
仕
組
み
は
あ
る
の
で

利
用
し
て
ほ
し
い
。

問

　キ
ッ
チ
ン
カ
ー
へ
の
思
い

は
。

町
長

　賑
わ
い
創
出
に
心
強
い
。

町
屋
敷
最
終
処
分
場

低
所
得
者
・
子
育
て
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

イ
オ
ン
出
店
に
つ
い
て

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
状
況

町 長

何度でも
　　　啓蒙する

昨年８月の
　　　豪雨災害の教訓は

樽川 信仁樽川 信仁
たるかわ のぶひとたるかわ のぶひと
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賑わいを創出する新しい仲間たち！

待ち遠しい イオン予定地

一
般
質
問

町 長

問

　国
の
借
金
は
１
２
４
１
兆

円
、
国
民
一
人
当
た
り
の
借
金

は
１
０
１
１
万
円
、
国
の
債
務

超
過
も
最
悪
で
20
年
度
末
に

て
６
５
５
兆
円
と
あ
る
。
国
の

借
金
と
の
関
連
を
ど
う
考
え
る

か
。

町
長

　直
接
結
び
つ
く
こ
と
は

な
い
と
思
う
が
、
国
の
財
政
が

大
変
厳
し
い
状
況
に
な
れ
ば
、

ど
ん
な
形
で
現
れ
る
か
分
か
ら

な
い
が
地
方
に
し
わ
よ
せ
が
く

る
と
想
像
が
つ
く
。

　
　
　
　

問

　期
末
に
お
け
る
町
の
借
金

の
総
額
は
。

総
務
課
長

　Ｒ
３
年
度
末
の
一

般
会
計
の
起
債
残
高
は
99
億

９
１
６
２
万
円
。
Ｒ
７
年
度
ま

で
増
加
し
、
そ
の
後
は
減
少
の

見
込
み
。

問

　町
の
借
金
と
し
て
捉
え
て

良
い
か
。

総
務
課
長

　そ
の
よ
う
な
解
釈

で
良
い
。

問

　借
入
先
の
金
融
機
関
は
ど

の
よ
う
に
決
定
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長

　町
内
の
金
融
機
関

等
へ
事
業
ご
と
貸
付
金
利
の
見

積
依
頼
を
し
、
最
低
金
利
を
提

示
し
た
金
融
機
関
か
ら
借
り
入

れ
を
し
て
い
る
。

問

　砂
時
計
制
作
授
業
を
ど
う

考
え
る
か
。

教
育
長

　昨
年
度
、
南
・
北
小

学
生
１
年
生
か
ら
６
年
生
全
員

対
象
で
行
わ
れ
た
。
海
が
身
近

に
な
い
下
諏
訪
町
の
子
ど
も
達

に
と
っ
て
、
目
の
前
に
海
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
良
い
取
り
組

み
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
愛
知

県
南
知
多
町
の
内
海
海
岸
の
サ

ラ
サ
ラ
な
砂
、
い
ろ
い
ろ
な
種

類
の
貝
殻
・
流
木
な
ど
の
生
き

た
教
材
を
使
っ
て
作
っ
た
世
界

に
一
つ
し
か
な
い
砂
時
計
は
、

宝
物
に
な
っ
た
と
思
う
。

問

　戦
争
防
止
の
た
め
に
国
連

憲
章
で
は
外
交
を
義
務
づ
け
て

い
る
が
。

町
長

　国
際
法
に
基
づ
き
対
話

に
よ
る
平
和
的
外
交
が
一
番
望

ま
し
い
。

問

　給
食
費
の
質
を
落
と
さ
ず
、

保
護
者
の
給
食
費
負
担
軽
減
を
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　保
護
者
の

負
担
の
範
囲
内
で
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
て
き
た
が
、
か
な
り
の
工

夫
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

町
長

　物
価
高
騰
に
よ
る
厳
し

い
状
況
は
承
知
し
て
い
る
。
保

護
者
へ
の
負
担
増
を
求
め
る
考

え
は
な
い
。

問

　文
科
省
の
「
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
に

つ
い
て
」
で
地
方
創
世
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を

お
願
い
す
る
通
知
を
、
町
は
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

町
長

　国
か
ら
の
「
要
請
」
で

は
な
く
、「
こ
う
い
う
こ
と
も
で

き
る
」
と
い
う
こ
と
だ
と
捉
え

て
い
る
。

問

　タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
に
よ
り

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
机
上
よ
り
の
落

下
ト
ラ
ブ
ル
や
机
上
の
煩
雑
さ

等
を
聞
く
が
現
状
は
ど
う
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　天
板
で
対

応
し
て
い
る
学
校
や
、
先
生
の

机
間
巡
視
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
に
余
計
な
物
は
し
ま
う
等

の
工
夫
を
し
て
い
る
と
聞
く
。

落
下
ト
ラ
ブ
ル
よ
り
移
動
中
の

落
下
が
多
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

問

　観
光
ガ
イ
ド
の
今
後
は
。

産
業
振
興
課
長

　現
在
17
名
。

依
頼
が
集
中
す
る
時
が
あ
る
が
、

お
お
む
ね
対
応
し
て
い
る
。
観

光
ガ
イ
ド
の
高
齢
化
に
よ
る
ガ

イ
ド
の
増
員
、
後
継
者
育
成
の

た
め
、
６
月
〜
７
月
観
光
ガ
イ

ド
を
募
集
中
で
あ
る
。

学
校
給
食
の
負
担
軽
減
を

ガ
イ
ド
依
頼
へ
の
対
応
は

姉
妹
都
市
交
流
事
業
は

平
和
都
市
宣
言

完
成
し
た
砂
時
計

ロシアの侵略は
　　　　　許されない

ロシアとウクライナの
　　　　戦争をどう見るか

増沢 昌明増沢 昌明

99億9,162万円
　　　　　　である

期末における
　　　　町の借金の総額は

岩村 清司岩村 清司 総務課長

しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

ますざわ まさあきますざわ まさあきいわむら きよ しいわむら きよ し
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一
般
質
問

問

　図
書
館
で
書
籍
用
消
毒
器

設
置
が
困
難
な
理
由
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　効
果
や
経

費
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
。

問

　給
食
費
の
負
担
軽
減
の
考

え
は
。

町
長

　保
護
者
に
負
担
を
求
め

る
考
え
は
な
く
、
値
上
げ
が
必

要
と
な
る
状
況
に
な
れ
ば
、
補

助
金
な
ど
で
対
応
し
た
い
。

問

　低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
の
考
え
は
。

町
長

　住
民
税
非
課
税
世
帯
、

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
な
ど
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
配
布
す
る
予
定
。

問

　プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

発
行
に
つ
い
て
、
上
乗
せ
は
。

町
長

　国
か
ら
、
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
追
加
配
分
が
決
ま

っ
た
。
定
例
会
最
終
日
に
補
正

予
算
で
上
乗
せ
拡
充
し
た
い
。

問

　イ
オ
ン
出
店
に
つ
い
て
、

町
で
把
握
し
て
い
る
こ
と
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　イ
オ
ン
新

店
舗
内
へ
の
子
育
て
支
援
施
設

の
開
設
を
検
討
し
て
い
る
。
イ

オ
ン
と
は
逐
次
情
報
交
換
を
し

て
お
り
、
４
月
下
旬
に
町
長
か

ら
早
期
開
店
を
再
要
望
し
た
。

問

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

ポ
イ
ン
ト
付
与
拡
充
が
６
月
30

日
か
ら
始
ま
る
。
交
付
率
増
に

向
け
た
工
夫
・
対
策
は
。

住
民
環
境
課
長

　県
知
事
選
挙

の
期
日
前
投
票
期
間
に
合
わ
せ
、

夜
間
申
請
窓
口
を
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
に
設
け
る
予
定
。

問

　Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

の
支
援
強
化
は
。

保
健
福
祉
課
長

　対
象
年
齢
を

超
え
て
自
費
で
接
種
を
受
け
た

人
へ
の
助
成
費
用
と
し
て
、
補

正
予
算
を
計
上
す
る
。

しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

教育こども課長

小学校等へ
　　５回案内発信

小学校休業等助成金
　　　　　　延長の周知は

野沢 弘子野沢 弘子
の ざわ ひろ この ざわ ひろ こ

問

　課
題
・
反
省
点
は
。

総
務
課
長

　防
災
無
線
利
用
促

進
と
、
個
人
意
識
を
高
め
る
啓

蒙
活
動
に
力
を
入
れ
る
。

問

　数
値
が
上
昇
し
て
い
る
項

目
と
は
何
か
。

住
民
環
境
課
長

　ダ
イ
オ
キ
シ

ン
で
詳
細
調
査
を
行
う
。
安
心

安
全
な
土
地
回
復
を
目
指
す
。

問

　Ｒ
１
４
２
号
線
沿
い
の
不

法
投
棄
を
食
い
止
め
る
に
は
。

住
民
環
境
課
長

　県
と
力
を
合

わ
せ
、
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
や
モ

ラ
ル
向
上
に
取
り
組
む
。

問

　カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
被
害

に
ど
う
対
処
す
る
か
。

住
民
環
境
課
長

　被
害
が
あ
っ

た
場
所
は
、
住
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
、
十
分
な
対
策
を
行

い
た
い
。
５
１
１
か
所
の
ご
み

置
き
場
の
点
検
や
、
囲
い
を
す

る
こ
と
で
対
処
し
た
い
。

問

　「チ
ャ
レ
ス
テ
し
も
す
わ
」

の
実
績
は
。

産
業
振
興
課
長

　５
月
現
在
で

27
店
舗
の
出
店
が
あ
り
、
出
店

者
も
利
用
者
も
、
納
得
の
い
く

状
況
で
あ
る
。

問

　観
光
案
内
所
や
駅
２
階
へ

繋
げ
た
ら
ど
う
か
。

町
長

　玄
関
口
と
し
て
旅
行
者

や
利
用
者
に
十
分
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
場
所
で
あ
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問

　出
店
実
績
は
。

建
設
水
道
課
長

　15
日
間
出
店

で
、
売
上
実
績
が
あ
っ
た
。
公

園
へ
の
出
店
は
好
評
。

問

　設
備
補
助
や
融
資
は
。

産
業
振
興
課
長

　キ
ッ
チ
ン
カ

ー
そ
の
も
の
に
は
な
い
が
、
融

資
制
度
の
仕
組
み
は
あ
る
の
で

利
用
し
て
ほ
し
い
。

問

　キ
ッ
チ
ン
カ
ー
へ
の
思
い

は
。

町
長

　賑
わ
い
創
出
に
心
強
い
。

町
屋
敷
最
終
処
分
場

低
所
得
者
・
子
育
て
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

イ
オ
ン
出
店
に
つ
い
て

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
状
況

町 長

何度でも
　　　啓蒙する

昨年８月の
　　　豪雨災害の教訓は

樽川 信仁樽川 信仁
たるかわ のぶひとたるかわ のぶひと

10

賑わいを創出する新しい仲間たち！

待ち遠しい イオン予定地

一
般
質
問

町 長

問

　国
の
借
金
は
１
２
４
１
兆

円
、
国
民
一
人
当
た
り
の
借
金

は
１
０
１
１
万
円
、
国
の
債
務

超
過
も
最
悪
で
20
年
度
末
に

て
６
５
５
兆
円
と
あ
る
。
国
の

借
金
と
の
関
連
を
ど
う
考
え
る

か
。

町
長

　直
接
結
び
つ
く
こ
と
は

な
い
と
思
う
が
、
国
の
財
政
が

大
変
厳
し
い
状
況
に
な
れ
ば
、

ど
ん
な
形
で
現
れ
る
か
分
か
ら

な
い
が
地
方
に
し
わ
よ
せ
が
く

る
と
想
像
が
つ
く
。

　
　
　
　

問

　期
末
に
お
け
る
町
の
借
金

の
総
額
は
。

総
務
課
長

　Ｒ
３
年
度
末
の
一

般
会
計
の
起
債
残
高
は
99
億

９
１
６
２
万
円
。
Ｒ
７
年
度
ま

で
増
加
し
、
そ
の
後
は
減
少
の

見
込
み
。

問

　町
の
借
金
と
し
て
捉
え
て

良
い
か
。

総
務
課
長

　そ
の
よ
う
な
解
釈

で
良
い
。

問

　借
入
先
の
金
融
機
関
は
ど

の
よ
う
に
決
定
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長

　町
内
の
金
融
機
関

等
へ
事
業
ご
と
貸
付
金
利
の
見

積
依
頼
を
し
、
最
低
金
利
を
提

示
し
た
金
融
機
関
か
ら
借
り
入

れ
を
し
て
い
る
。

問

　砂
時
計
制
作
授
業
を
ど
う

考
え
る
か
。

教
育
長

　昨
年
度
、
南
・
北
小

学
生
１
年
生
か
ら
６
年
生
全
員

対
象
で
行
わ
れ
た
。
海
が
身
近

に
な
い
下
諏
訪
町
の
子
ど
も
達

に
と
っ
て
、
目
の
前
に
海
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
良
い
取
り
組

み
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
愛
知

県
南
知
多
町
の
内
海
海
岸
の
サ

ラ
サ
ラ
な
砂
、
い
ろ
い
ろ
な
種

類
の
貝
殻
・
流
木
な
ど
の
生
き

た
教
材
を
使
っ
て
作
っ
た
世
界

に
一
つ
し
か
な
い
砂
時
計
は
、

宝
物
に
な
っ
た
と
思
う
。

問

　戦
争
防
止
の
た
め
に
国
連

憲
章
で
は
外
交
を
義
務
づ
け
て

い
る
が
。

町
長

　国
際
法
に
基
づ
き
対
話

に
よ
る
平
和
的
外
交
が
一
番
望

ま
し
い
。

問

　給
食
費
の
質
を
落
と
さ
ず
、

保
護
者
の
給
食
費
負
担
軽
減
を
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　保
護
者
の

負
担
の
範
囲
内
で
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
て
き
た
が
、
か
な
り
の
工

夫
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

町
長

　物
価
高
騰
に
よ
る
厳
し

い
状
況
は
承
知
し
て
い
る
。
保

護
者
へ
の
負
担
増
を
求
め
る
考

え
は
な
い
。

問

　文
科
省
の
「
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
に

つ
い
て
」
で
地
方
創
世
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を

お
願
い
す
る
通
知
を
、
町
は
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

町
長

　国
か
ら
の
「
要
請
」
で

は
な
く
、「
こ
う
い
う
こ
と
も
で

き
る
」
と
い
う
こ
と
だ
と
捉
え

て
い
る
。

問

　タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
に
よ
り

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
机
上
よ
り
の
落

下
ト
ラ
ブ
ル
や
机
上
の
煩
雑
さ

等
を
聞
く
が
現
状
は
ど
う
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　天
板
で
対

応
し
て
い
る
学
校
や
、
先
生
の

机
間
巡
視
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
に
余
計
な
物
は
し
ま
う
等

の
工
夫
を
し
て
い
る
と
聞
く
。

落
下
ト
ラ
ブ
ル
よ
り
移
動
中
の

落
下
が
多
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

問

　観
光
ガ
イ
ド
の
今
後
は
。

産
業
振
興
課
長

　現
在
17
名
。

依
頼
が
集
中
す
る
時
が
あ
る
が
、

お
お
む
ね
対
応
し
て
い
る
。
観

光
ガ
イ
ド
の
高
齢
化
に
よ
る
ガ

イ
ド
の
増
員
、
後
継
者
育
成
の

た
め
、
６
月
〜
７
月
観
光
ガ
イ

ド
を
募
集
中
で
あ
る
。

学
校
給
食
の
負
担
軽
減
を

ガ
イ
ド
依
頼
へ
の
対
応
は

姉
妹
都
市
交
流
事
業
は

平
和
都
市
宣
言

完
成
し
た
砂
時
計

ロシアの侵略は
　　　　　許されない

ロシアとウクライナの
　　　　戦争をどう見るか

増沢 昌明増沢 昌明

99億9,162万円
　　　　　　である

期末における
　　　　町の借金の総額は

岩村 清司岩村 清司 総務課長

しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

ますざわ まさあきますざわ まさあきいわむら きよ しいわむら きよ し
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問

　図
書
館
で
書
籍
用
消
毒
器

設
置
が
困
難
な
理
由
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　効
果
や
経

費
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
。

問

　給
食
費
の
負
担
軽
減
の
考

え
は
。

町
長

　保
護
者
に
負
担
を
求
め

る
考
え
は
な
く
、
値
上
げ
が
必

要
と
な
る
状
況
に
な
れ
ば
、
補

助
金
な
ど
で
対
応
し
た
い
。

問

　低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
の
考
え
は
。

町
長

　住
民
税
非
課
税
世
帯
、

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
な
ど
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
配
布
す
る
予
定
。

問

　プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

発
行
に
つ
い
て
、
上
乗
せ
は
。

町
長

　国
か
ら
、
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
追
加
配
分
が
決
ま

っ
た
。
定
例
会
最
終
日
に
補
正

予
算
で
上
乗
せ
拡
充
し
た
い
。

問

　イ
オ
ン
出
店
に
つ
い
て
、

町
で
把
握
し
て
い
る
こ
と
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　イ
オ
ン
新

店
舗
内
へ
の
子
育
て
支
援
施
設

の
開
設
を
検
討
し
て
い
る
。
イ

オ
ン
と
は
逐
次
情
報
交
換
を
し

て
お
り
、
４
月
下
旬
に
町
長
か

ら
早
期
開
店
を
再
要
望
し
た
。

問

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

ポ
イ
ン
ト
付
与
拡
充
が
６
月
30

日
か
ら
始
ま
る
。
交
付
率
増
に

向
け
た
工
夫
・
対
策
は
。

住
民
環
境
課
長

　県
知
事
選
挙

の
期
日
前
投
票
期
間
に
合
わ
せ
、

夜
間
申
請
窓
口
を
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
に
設
け
る
予
定
。

問

　Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

の
支
援
強
化
は
。

保
健
福
祉
課
長

　対
象
年
齢
を

超
え
て
自
費
で
接
種
を
受
け
た

人
へ
の
助
成
費
用
と
し
て
、
補

正
予
算
を
計
上
す
る
。

しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

教育こども課長

小学校等へ
　　５回案内発信

小学校休業等助成金
　　　　　　延長の周知は

野沢 弘子野沢 弘子
の ざわ ひろ この ざわ ひろ こ

問

　課
題
・
反
省
点
は
。

総
務
課
長

　防
災
無
線
利
用
促

進
と
、
個
人
意
識
を
高
め
る
啓

蒙
活
動
に
力
を
入
れ
る
。

問

　数
値
が
上
昇
し
て
い
る
項

目
と
は
何
か
。

住
民
環
境
課
長

　ダ
イ
オ
キ
シ

ン
で
詳
細
調
査
を
行
う
。
安
心

安
全
な
土
地
回
復
を
目
指
す
。

問

　Ｒ
１
４
２
号
線
沿
い
の
不

法
投
棄
を
食
い
止
め
る
に
は
。

住
民
環
境
課
長

　県
と
力
を
合

わ
せ
、
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
や
モ

ラ
ル
向
上
に
取
り
組
む
。

問

　カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
被
害

に
ど
う
対
処
す
る
か
。

住
民
環
境
課
長

　被
害
が
あ
っ

た
場
所
は
、
住
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
、
十
分
な
対
策
を
行

い
た
い
。
５
１
１
か
所
の
ご
み

置
き
場
の
点
検
や
、
囲
い
を
す

る
こ
と
で
対
処
し
た
い
。

問

　「チ
ャ
レ
ス
テ
し
も
す
わ
」

の
実
績
は
。

産
業
振
興
課
長

　５
月
現
在
で

27
店
舗
の
出
店
が
あ
り
、
出
店

者
も
利
用
者
も
、
納
得
の
い
く

状
況
で
あ
る
。

問

　観
光
案
内
所
や
駅
２
階
へ

繋
げ
た
ら
ど
う
か
。

町
長

　玄
関
口
と
し
て
旅
行
者

や
利
用
者
に
十
分
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
場
所
で
あ
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問

　出
店
実
績
は
。

建
設
水
道
課
長

　15
日
間
出
店

で
、
売
上
実
績
が
あ
っ
た
。
公

園
へ
の
出
店
は
好
評
。

問

　設
備
補
助
や
融
資
は
。

産
業
振
興
課
長

　キ
ッ
チ
ン
カ

ー
そ
の
も
の
に
は
な
い
が
、
融

資
制
度
の
仕
組
み
は
あ
る
の
で

利
用
し
て
ほ
し
い
。

問

　キ
ッ
チ
ン
カ
ー
へ
の
思
い

は
。

町
長

　賑
わ
い
創
出
に
心
強
い
。

町
屋
敷
最
終
処
分
場

低
所
得
者
・
子
育
て
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

イ
オ
ン
出
店
に
つ
い
て

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
状
況

町 長

何度でも
　　　啓蒙する

昨年８月の
　　　豪雨災害の教訓は

樽川 信仁樽川 信仁
たるかわ のぶひとたるかわ のぶひと

10

賑わいを創出する新しい仲間たち！

待ち遠しい イオン予定地

一
般
質
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町 長

問

　国
の
借
金
は
１
２
４
１
兆

円
、
国
民
一
人
当
た
り
の
借
金

は
１
０
１
１
万
円
、
国
の
債
務

超
過
も
最
悪
で
20
年
度
末
に

て
６
５
５
兆
円
と
あ
る
。
国
の

借
金
と
の
関
連
を
ど
う
考
え
る

か
。

町
長

　直
接
結
び
つ
く
こ
と
は

な
い
と
思
う
が
、
国
の
財
政
が

大
変
厳
し
い
状
況
に
な
れ
ば
、

ど
ん
な
形
で
現
れ
る
か
分
か
ら

な
い
が
地
方
に
し
わ
よ
せ
が
く

る
と
想
像
が
つ
く
。

　
　
　
　

問

　期
末
に
お
け
る
町
の
借
金

の
総
額
は
。

総
務
課
長

　Ｒ
３
年
度
末
の
一

般
会
計
の
起
債
残
高
は
99
億

９
１
６
２
万
円
。
Ｒ
７
年
度
ま

で
増
加
し
、
そ
の
後
は
減
少
の

見
込
み
。

問

　町
の
借
金
と
し
て
捉
え
て

良
い
か
。

総
務
課
長

　そ
の
よ
う
な
解
釈

で
良
い
。

問

　借
入
先
の
金
融
機
関
は
ど

の
よ
う
に
決
定
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長

　町
内
の
金
融
機
関

等
へ
事
業
ご
と
貸
付
金
利
の
見

積
依
頼
を
し
、
最
低
金
利
を
提

示
し
た
金
融
機
関
か
ら
借
り
入

れ
を
し
て
い
る
。

問

　砂
時
計
制
作
授
業
を
ど
う

考
え
る
か
。

教
育
長

　昨
年
度
、
南
・
北
小

学
生
１
年
生
か
ら
６
年
生
全
員

対
象
で
行
わ
れ
た
。
海
が
身
近

に
な
い
下
諏
訪
町
の
子
ど
も
達

に
と
っ
て
、
目
の
前
に
海
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
良
い
取
り
組

み
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
愛
知

県
南
知
多
町
の
内
海
海
岸
の
サ

ラ
サ
ラ
な
砂
、
い
ろ
い
ろ
な
種

類
の
貝
殻
・
流
木
な
ど
の
生
き

た
教
材
を
使
っ
て
作
っ
た
世
界

に
一
つ
し
か
な
い
砂
時
計
は
、

宝
物
に
な
っ
た
と
思
う
。

問

　戦
争
防
止
の
た
め
に
国
連

憲
章
で
は
外
交
を
義
務
づ
け
て

い
る
が
。

町
長

　国
際
法
に
基
づ
き
対
話

に
よ
る
平
和
的
外
交
が
一
番
望

ま
し
い
。

問

　給
食
費
の
質
を
落
と
さ
ず
、

保
護
者
の
給
食
費
負
担
軽
減
を
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　保
護
者
の

負
担
の
範
囲
内
で
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
て
き
た
が
、
か
な
り
の
工

夫
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

町
長

　物
価
高
騰
に
よ
る
厳
し

い
状
況
は
承
知
し
て
い
る
。
保

護
者
へ
の
負
担
増
を
求
め
る
考

え
は
な
い
。

問

　文
科
省
の
「
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
に

つ
い
て
」
で
地
方
創
世
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を

お
願
い
す
る
通
知
を
、
町
は
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

町
長

　国
か
ら
の
「
要
請
」
で

は
な
く
、「
こ
う
い
う
こ
と
も
で

き
る
」
と
い
う
こ
と
だ
と
捉
え

て
い
る
。

問

　タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
に
よ
り

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
机
上
よ
り
の
落

下
ト
ラ
ブ
ル
や
机
上
の
煩
雑
さ

等
を
聞
く
が
現
状
は
ど
う
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　天
板
で
対

応
し
て
い
る
学
校
や
、
先
生
の

机
間
巡
視
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
に
余
計
な
物
は
し
ま
う
等

の
工
夫
を
し
て
い
る
と
聞
く
。

落
下
ト
ラ
ブ
ル
よ
り
移
動
中
の

落
下
が
多
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

問

　観
光
ガ
イ
ド
の
今
後
は
。

産
業
振
興
課
長

　現
在
17
名
。

依
頼
が
集
中
す
る
時
が
あ
る
が
、

お
お
む
ね
対
応
し
て
い
る
。
観

光
ガ
イ
ド
の
高
齢
化
に
よ
る
ガ

イ
ド
の
増
員
、
後
継
者
育
成
の

た
め
、
６
月
〜
７
月
観
光
ガ
イ

ド
を
募
集
中
で
あ
る
。

学
校
給
食
の
負
担
軽
減
を

ガ
イ
ド
依
頼
へ
の
対
応
は

姉
妹
都
市
交
流
事
業
は

平
和
都
市
宣
言

完
成
し
た
砂
時
計

ロシアの侵略は
　　　　　許されない

ロシアとウクライナの
　　　　戦争をどう見るか

増沢 昌明増沢 昌明

99億9,162万円
　　　　　　である

期末における
　　　　町の借金の総額は

岩村 清司岩村 清司 総務課長

しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

ますざわ まさあきますざわ まさあきいわむら きよ しいわむら きよ し

11

一
般
質
問



問

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
雇
用

喪
失
や
所
得
の
減
少
に
、
物
価

高
騰
も
加
わ
り
、
今
や
す
べ
て

の
世
代
で
家
計
が「
火
の
車
」。

子
育
て
世
代
の
経
済
状
況
の
指

標
と
な
る
、
就
学
援
助
費
や
奨

学
金
の
利
用
状
況
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　就
学
援
助

費
支
給
は
Ｒ
１
年
１
３
７
件
、

Ｒ
２
年
１
４
５
件
、
Ｒ
３
年
１

５
０
件
。
貸
付
型
奨
学
金
は
Ｒ

１
年
４
人
、
Ｒ
２
年
６
人
、
Ｒ

３
年
８
人
、
Ｒ
４
年
５
月
末
ま

で
に
５
人
。
給
付
型
奨
学
金
は

Ｒ
１
年
９
人
、
Ｒ
２
年
16
人
、

Ｒ
３
年
17
人
が
利
用
。

問

　国
が
就
学
援
助
費
支
給
対

象
と
し
て
い
る
の
は
14
項
目
。

こ
の
う
ち
、
当
町
で
は
非
対
象

の
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
卒
業
ア
ル
バ
ム

代
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費

を
、
加
え
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　ク
ラ
ブ
活

動
費
は「
こ
ど
も
未
来
基
金
」で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費
は
一

般
会
計
で
支
援
し
て
い
る
。
残

る
３
項
目
を
対
象
と
し
て
い
る

自
治
体
は
、
ま
だ
少
な
い
。

町
長

　各
校
で
差
の
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
支
援
し
て
い
な
い

が
、
学
校
長
か
ら
話
が
上
が
れ

ば
、「
こ
ど
も
未
来
基
金
」か
ら

の
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

問

　子
育
て
世
代
へ
の
支
援
と

し
て
、
無
料
化
で
き
な
い
か
。

町
長

　当
町
で
は
、
他
市
町
村

で
実
施
し
て
い
な
い
入
院
時
の

食
事
代
を
助
成
し
て
い
る
。
窓

口
無
料
化
の
実
施
は
難
し
い
。

問

　出
水
期
を
控
え
る
今
、
防

災
に
関
わ
る
啓
蒙
を
更
に
。

総
務
課
長

　広
報
・
周
知
は
重

要
。
各
種
広
報
や
機
会
を
通
じ

て
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

町独自の支援策で
　　　　　対応済み

就学援助費支給項目の
　　　　　　　　　拡充を
　

金井 敬子金井 敬子
かな い けい こかな い けい こ

問

　下
諏
訪
町
に
お
け
る
国
保

加
入
率
と
軽
減
措
置
を
受
け
て

い
る
世
帯
の
数
、
及
び
国
保
制

度
の
基
本
的
考
え
方
は
。

住
民
環
境
課
長

　町
民
の
28・8

％
が
加
入
。
軽
減
措
置
を
受
け

て
い
る
世
帯
は
58
％
。
県
に
よ

り
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

県
の
方
針
に
従
う
。

問

　税
率
統
一
の
県
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
沿
う
た
め
、
保
険
税

率
改
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
ど
う
考

え
る
か
。
値
上
げ
幅
は
。

住
民
環
境
課
長

　試
算
中
で
、

確
定
し
て
い
な
い
。

町
長

　い
ろ
い
ろ
考
慮
し
て
決

め
る
。

問

　財
政
調
整
基
金
を
増
額
し

て
、
激
変
緩
和
措
置
を
す
べ
き

だ
と
思
う
が
。

町
長

　法
定
外
繰
り
入
れ
を
し

て
ま
で
基
金
を
増
額
す
る
つ
も

り
は
な
く
、
激
変
緩
和
措
置
は

考
え
て
い
な
い
。

問

　街
の
飾
り
付
け
を
統
一
し

た
ら
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長

　次
回
は
統
一

す
る
よ
う
申
し
送
る
。

問

　安
全
面
で
の
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
徹
底
で
き
た
と
の

評
価
が
あ
る
半
面
、
財
政
的
な

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。

町
長

　前
例
の
な
い
感
染
症
の

リ
ス
ク
に
そ
の
都
度
対
応
。
財

政
的
リ
ス
ク
に
お
い
て
も
適
正

に
進
め
た
。

問

　太
陽
光
発
電
な
ど
公
共
施

設
整
備
に
お
け
る
技
術
的
改
修

も
視
野
に
入
れ
、
安
全
性
優
先

な
ど
公
共
施
設
等
個
別
施
設
計

画
の
大
き
な
変
更
も
必
要
で
は
。

総
務
課
長

　行
財
政
経
営
プ
ラ

ン
の
変
更
に
伴
い
適
時
変
更
し

て
い
く
。

御
柱
祭
の
問
題
点
は

子
ど
も
医
療
費
窓
口
負
担

ト
イ
レ
・
食
料
備
蓄
な
ど

太
陽
発
電
も
施
設
改
修
に

町 長町 長

法定外繰入で
　　　　増額はしない

国保基金増額による
　　　　　激変緩和措置を

林　元夫林　元夫
はやし もと おはやし もと お
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一
般
質
問

町 長

問

　
家
族
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
利
用

も
視
野
に
入
れ
、
生
徒
や
家
族

の
悩
み
等
を
聞
い
て
も
ら
う
相

談
窓
口
と
し
て
の
活
用
は
。

教
育
長

　生
徒
や
家
族
は
月
に

３
〜
４
回
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
の
相
談
が
で
き
る
。
対

面
、
表
情
、
態
度
を
見
て
信
頼

関
係
を
築
い
て
相
談
し
て
い
る
。

問

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
機
械
生

活
か
ら
離
れ
、
文
字
文
化
を
持

た
せ
、「
心
の
豊
か
さ
や
感
受
性

を
高
め
る
」
の
は
い
か
が
か
。

教
育
長

　タ
ブ
レ
ッ
ト
は
道
具

の
一
つ
。
良
い
こ
と
と
思
う
。

自
分
の
文
字
が
基
本
。
文
字
の

良
さ
を
知
り
、
感
性
豊
か
に
す

る
こ
と
が
大
切
。

問

　
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

中
で
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
政
策
は
。

産
業
振
興
課
長

　観
光
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
具
現
化
し
、
本
物
、

唯
一
、
こ
こ
だ
け
の
特
別
感
に

繋
げ
る
。

問

　
日
本
舞
踊
教
室
、
盆
踊
り
、

相
撲
体
験
、
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
、

廃
校
利
用
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
。

産
業
振
興
課
長

　日
本
で
し
か

で
き
な
い
観
光
体
験
も
視
野
に
。

自
然
資
源
を
基
本
に
企
画
検
討
。

問

　
一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
や

障
害
者
、
要
支
援
者
の
避
難
方

法
と
改
善
は
。

保
健
福
祉
課
長

　「個
別
避
難

計
画
」
の
作
成
と
小
さ
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
の
避
難
訓
練
を
予

定
し
て
い
る
。

問

　
救
護
用
タ
ー
ポ
リ
ン
担
架

は
地
区
に
備
え
が
あ
る
か
。

総
務
課
長

　消
防
団
で
は
活
用
。

地
区
防
災
会
で
の
購
入
は
無
し
。

町
の
自
主
防
災
組
織
活
動
事
業

補
助
金
の
活
用
を
。

問

　
各
指
定
避
難
所
の
ト
イ
レ

は
洋
式
化
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長

　町
の
施
設
で
は
計

画
的
に
整
備
、
一
部
和
式
も
残

す
。
公
会
所
は
、
整
備
事
業
補

助
金
活
用
で
洋
式
化
も
で
き
る
。

問

　
注
連
掛
橋
下
流
の
工
事
の

内
容
は
。

建
設
水
道
課
長

　８
月
豪
雨
災

害
の
復
旧
工
事
で
、
国
道
に
影

響
は
な
い
。

問

　
東
町
上
落
合
地
積
の
砥
川

護
岸
石
積
み
が
一
部
欠
け
て
お

り
、
崩
壊
す
る
危
険
が
あ
る
。

建
設
水
道
課
長

　諏
訪
建
設
事

務
所
も
承
知
し
て
経
過
観
察
し

て
い
る
。
砥
川
に
限
ら
ず
優
先

順
位
を
付
け
て
改
修
し
て
い
る
。

問

　
湖
畔
の
溢
水
対
策
で
事
前

放
流
や
流
量
調
整
で
き
な
い
か
。

町
長

　諏
訪
、
岡
谷
と
一
緒
に

県
や
国
に
要
請
し
て
い
る
。

問

　
北
小
校
門
前
等
に
ラ
バ
ー

ポ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
た
が
、
よ

り
安
全
の
た
め
鉄
ポ
ー
ル
に
で

き
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長

　ラ
バ
ー
ポ
ー

ル
は
安
価
で
抑
止
力
が
あ
る
。

医
王
渡
橋
か
ら
７
分
団
屯
所
ま

で
ゾ
ー
ン
30
に
な
っ
て
い
る
。

問

　
武
居
地
区
の
向
陽
高
校
駐

輪
場
に
照
明
灯
が
必
要
だ
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　私
有
地
で

あ
る
。
生
徒
か
ら
の
要
望
は
な

い
が
、
学
校
へ
は
伝
え
る
。

問

　
通
学
路
の
防
犯
灯
が
少
な

く
、
暗
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
。

消
防
課
長

　武
居
地
区
関
係
者

で
協
議
し
52
か
所
設
置
し
て
あ

る
。
携
行
ラ
イ
ト
な
ど
で
自
己

防
衛
も
し
て
ほ
し
い
。

問

　
防
犯
灯
設
置
や
電
気
代
を

町
が
負
担
で
き
な
い
か
。

消
防
課
長

　設
置
に
は
補
助
を

し
て
い
く
。

問

　
森
林
整
備
と
耕
作
放
棄
地

の
復
元
が
必
要
と
考
え
る
が
。

産
業
振
興
課
長

　耕
作
放
棄
地

は
道
路
不
備
や
担
い
手
不
足
、

鳥
獣
被
害
で
復
元
は
難
し
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
多
面
的

な
機
能
を
生
か
す
森
林
整
備
は

必
要
。

通
学
路
の
安
全
対
策
を

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業

持
続
可
能
な
里
山
整
備
を緊急時用のターポリン担架

北小校門前に設置されたラバーポール

地質が悪く
　　　工法変更した

大久保沢復旧工事
　　　　　　遅れの原因は

松井 節夫松井 節夫

対面相談を重視

タブレットを活用した
　　　　　教育等の相談は

大橋 和子大橋 和子 教育長

しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

まつ い せつ おまつ い せつ おおおはし かず こおおはし かず こ
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問

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
雇
用

喪
失
や
所
得
の
減
少
に
、
物
価

高
騰
も
加
わ
り
、
今
や
す
べ
て

の
世
代
で
家
計
が「
火
の
車
」。

子
育
て
世
代
の
経
済
状
況
の
指

標
と
な
る
、
就
学
援
助
費
や
奨

学
金
の
利
用
状
況
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　就
学
援
助

費
支
給
は
Ｒ
１
年
１
３
７
件
、

Ｒ
２
年
１
４
５
件
、
Ｒ
３
年
１

５
０
件
。
貸
付
型
奨
学
金
は
Ｒ

１
年
４
人
、
Ｒ
２
年
６
人
、
Ｒ

３
年
８
人
、
Ｒ
４
年
５
月
末
ま

で
に
５
人
。
給
付
型
奨
学
金
は

Ｒ
１
年
９
人
、
Ｒ
２
年
16
人
、

Ｒ
３
年
17
人
が
利
用
。

問

　国
が
就
学
援
助
費
支
給
対

象
と
し
て
い
る
の
は
14
項
目
。

こ
の
う
ち
、
当
町
で
は
非
対
象

の
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
卒
業
ア
ル
バ
ム

代
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費

を
、
加
え
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　ク
ラ
ブ
活

動
費
は「
こ
ど
も
未
来
基
金
」で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費
は
一

般
会
計
で
支
援
し
て
い
る
。
残

る
３
項
目
を
対
象
と
し
て
い
る

自
治
体
は
、
ま
だ
少
な
い
。

町
長

　各
校
で
差
の
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
支
援
し
て
い
な
い

が
、
学
校
長
か
ら
話
が
上
が
れ

ば
、「
こ
ど
も
未
来
基
金
」か
ら

の
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

問

　子
育
て
世
代
へ
の
支
援
と

し
て
、
無
料
化
で
き
な
い
か
。

町
長

　当
町
で
は
、
他
市
町
村

で
実
施
し
て
い
な
い
入
院
時
の

食
事
代
を
助
成
し
て
い
る
。
窓

口
無
料
化
の
実
施
は
難
し
い
。

問

　出
水
期
を
控
え
る
今
、
防

災
に
関
わ
る
啓
蒙
を
更
に
。

総
務
課
長

　広
報
・
周
知
は
重

要
。
各
種
広
報
や
機
会
を
通
じ

て
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

町独自の支援策で
　　　　　対応済み

就学援助費支給項目の
　　　　　　　　　拡充を
　

金井 敬子金井 敬子
かな い けい こかな い けい こ

問
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諏
訪
町
に
お
け
る
国
保

加
入
率
と
軽
減
措
置
を
受
け
て

い
る
世
帯
の
数
、
及
び
国
保
制

度
の
基
本
的
考
え
方
は
。

住
民
環
境
課
長

　町
民
の
28・8

％
が
加
入
。
軽
減
措
置
を
受
け

て
い
る
世
帯
は
58
％
。
県
に
よ

り
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

県
の
方
針
に
従
う
。

問

　税
率
統
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の
県
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
沿
う
た
め
、
保
険
税

率
改
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
ど
う
考

え
る
か
。
値
上
げ
幅
は
。

住
民
環
境
課
長

　試
算
中
で
、

確
定
し
て
い
な
い
。

町
長

　い
ろ
い
ろ
考
慮
し
て
決

め
る
。

問

　財
政
調
整
基
金
を
増
額
し

て
、
激
変
緩
和
措
置
を
す
べ
き

だ
と
思
う
が
。

町
長

　法
定
外
繰
り
入
れ
を
し
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ま
で
基
金
を
増
額
す
る
つ
も

り
は
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く
、
激
変
緩
和
措
置
は

考
え
て
い
な
い
。

問

　街
の
飾
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付
け
を
統
一
し
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ら
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長

　次
回
は
統
一

す
る
よ
う
申
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送
る
。

問

　安
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面
で
の
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ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
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ト
は
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で
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た
と
の

評
価
が
あ
る
半
面
、
財
政
的
な

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
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ト
は
ど
う

で
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た
か
。

町
長
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の
な
い
感
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の

リ
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に
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の
都
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。
財
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リ
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に
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も
適
正

に
進
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。

問

　太
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光
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ど
公
共
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け
る
技
術
的
改
修

も
視
野
に
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れ
、
安
全
性
優
先

な
ど
公
共
施
設
等
個
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施
設
計

画
の
大
き
な
変
更
も
必
要
で
は
。

総
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課
長

　行
財
政
経
営
プ
ラ

ン
の
変
更
に
伴
い
適
時
変
更
し

て
い
く
。
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柱
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の
問
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点
は

子
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も
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窓
口
負
担

ト
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・
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蓄
な
ど

太
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発
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改
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に
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活
用
を
。

問

　
各
指
定
避
難
所
の
ト
イ
レ

は
洋
式
化
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長

　町
の
施
設
で
は
計

画
的
に
整
備
、
一
部
和
式
も
残

す
。
公
会
所
は
、
整
備
事
業
補

助
金
活
用
で
洋
式
化
も
で
き
る
。

問

　
注
連
掛
橋
下
流
の
工
事
の

内
容
は
。

建
設
水
道
課
長

　８
月
豪
雨
災

害
の
復
旧
工
事
で
、
国
道
に
影

響
は
な
い
。

問

　
東
町
上
落
合
地
積
の
砥
川

護
岸
石
積
み
が
一
部
欠
け
て
お

り
、
崩
壊
す
る
危
険
が
あ
る
。

建
設
水
道
課
長

　諏
訪
建
設
事

務
所
も
承
知
し
て
経
過
観
察
し

て
い
る
。
砥
川
に
限
ら
ず
優
先

順
位
を
付
け
て
改
修
し
て
い
る
。

問

　
湖
畔
の
溢
水
対
策
で
事
前

放
流
や
流
量
調
整
で
き
な
い
か
。

町
長

　諏
訪
、
岡
谷
と
一
緒
に

県
や
国
に
要
請
し
て
い
る
。

問

　
北
小
校
門
前
等
に
ラ
バ
ー

ポ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
た
が
、
よ

り
安
全
の
た
め
鉄
ポ
ー
ル
に
で

き
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長

　ラ
バ
ー
ポ
ー

ル
は
安
価
で
抑
止
力
が
あ
る
。

医
王
渡
橋
か
ら
７
分
団
屯
所
ま

で
ゾ
ー
ン
30
に
な
っ
て
い
る
。

問

　
武
居
地
区
の
向
陽
高
校
駐

輪
場
に
照
明
灯
が
必
要
だ
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　私
有
地
で

あ
る
。
生
徒
か
ら
の
要
望
は
な

い
が
、
学
校
へ
は
伝
え
る
。

問

　
通
学
路
の
防
犯
灯
が
少
な

く
、
暗
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
。

消
防
課
長

　武
居
地
区
関
係
者

で
協
議
し
52
か
所
設
置
し
て
あ

る
。
携
行
ラ
イ
ト
な
ど
で
自
己

防
衛
も
し
て
ほ
し
い
。

問

　
防
犯
灯
設
置
や
電
気
代
を

町
が
負
担
で
き
な
い
か
。

消
防
課
長

　設
置
に
は
補
助
を

し
て
い
く
。

問

　
森
林
整
備
と
耕
作
放
棄
地

の
復
元
が
必
要
と
考
え
る
が
。

産
業
振
興
課
長

　耕
作
放
棄
地

は
道
路
不
備
や
担
い
手
不
足
、

鳥
獣
被
害
で
復
元
は
難
し
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
多
面
的

な
機
能
を
生
か
す
森
林
整
備
は

必
要
。

通
学
路
の
安
全
対
策
を

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業

持
続
可
能
な
里
山
整
備
を緊急時用のターポリン担架

北小校門前に設置されたラバーポール

地質が悪く
　　　工法変更した

大久保沢復旧工事
　　　　　　遅れの原因は

松井 節夫松井 節夫

対面相談を重視

タブレットを活用した
　　　　　教育等の相談は

大橋 和子大橋 和子 教育長

しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

まつ い せつ おまつ い せつ おおおはし かず こおおはし かず こ
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問

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
雇
用

喪
失
や
所
得
の
減
少
に
、
物
価

高
騰
も
加
わ
り
、
今
や
す
べ
て

の
世
代
で
家
計
が「
火
の
車
」。

子
育
て
世
代
の
経
済
状
況
の
指

標
と
な
る
、
就
学
援
助
費
や
奨

学
金
の
利
用
状
況
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　就
学
援
助

費
支
給
は
Ｒ
１
年
１
３
７
件
、

Ｒ
２
年
１
４
５
件
、
Ｒ
３
年
１

５
０
件
。
貸
付
型
奨
学
金
は
Ｒ

１
年
４
人
、
Ｒ
２
年
６
人
、
Ｒ

３
年
８
人
、
Ｒ
４
年
５
月
末
ま

で
に
５
人
。
給
付
型
奨
学
金
は

Ｒ
１
年
９
人
、
Ｒ
２
年
16
人
、

Ｒ
３
年
17
人
が
利
用
。

問

　国
が
就
学
援
助
費
支
給
対

象
と
し
て
い
る
の
は
14
項
目
。

こ
の
う
ち
、
当
町
で
は
非
対
象

の
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
卒
業
ア
ル
バ
ム

代
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費

を
、
加
え
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　ク
ラ
ブ
活

動
費
は「
こ
ど
も
未
来
基
金
」で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費
は
一

般
会
計
で
支
援
し
て
い
る
。
残

る
３
項
目
を
対
象
と
し
て
い
る

自
治
体
は
、
ま
だ
少
な
い
。

町
長

　各
校
で
差
の
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
支
援
し
て
い
な
い

が
、
学
校
長
か
ら
話
が
上
が
れ

ば
、「
こ
ど
も
未
来
基
金
」か
ら

の
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

問

　子
育
て
世
代
へ
の
支
援
と

し
て
、
無
料
化
で
き
な
い
か
。

町
長

　当
町
で
は
、
他
市
町
村

で
実
施
し
て
い
な
い
入
院
時
の

食
事
代
を
助
成
し
て
い
る
。
窓

口
無
料
化
の
実
施
は
難
し
い
。

問

　出
水
期
を
控
え
る
今
、
防

災
に
関
わ
る
啓
蒙
を
更
に
。

総
務
課
長

　広
報
・
周
知
は
重

要
。
各
種
広
報
や
機
会
を
通
じ

て
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

町独自の支援策で
　　　　　対応済み

就学援助費支給項目の
　　　　　　　　　拡充を
　

金井 敬子金井 敬子
かな い けい こかな い けい こ

問

　下
諏
訪
町
に
お
け
る
国
保

加
入
率
と
軽
減
措
置
を
受
け
て

い
る
世
帯
の
数
、
及
び
国
保
制

度
の
基
本
的
考
え
方
は
。

住
民
環
境
課
長

　町
民
の
28・8

％
が
加
入
。
軽
減
措
置
を
受
け

て
い
る
世
帯
は
58
％
。
県
に
よ

り
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

県
の
方
針
に
従
う
。

問

　税
率
統
一
の
県
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
沿
う
た
め
、
保
険
税

率
改
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
ど
う
考

え
る
か
。
値
上
げ
幅
は
。

住
民
環
境
課
長

　試
算
中
で
、

確
定
し
て
い
な
い
。

町
長

　い
ろ
い
ろ
考
慮
し
て
決

め
る
。

問

　財
政
調
整
基
金
を
増
額
し

て
、
激
変
緩
和
措
置
を
す
べ
き

だ
と
思
う
が
。

町
長

　法
定
外
繰
り
入
れ
を
し

て
ま
で
基
金
を
増
額
す
る
つ
も

り
は
な
く
、
激
変
緩
和
措
置
は

考
え
て
い
な
い
。

問

　街
の
飾
り
付
け
を
統
一
し

た
ら
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長

　次
回
は
統
一

す
る
よ
う
申
し
送
る
。

問

　安
全
面
で
の
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
徹
底
で
き
た
と
の

評
価
が
あ
る
半
面
、
財
政
的
な

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。

町
長

　前
例
の
な
い
感
染
症
の

リ
ス
ク
に
そ
の
都
度
対
応
。
財

政
的
リ
ス
ク
に
お
い
て
も
適
正

に
進
め
た
。

問

　太
陽
光
発
電
な
ど
公
共
施

設
整
備
に
お
け
る
技
術
的
改
修

も
視
野
に
入
れ
、
安
全
性
優
先

な
ど
公
共
施
設
等
個
別
施
設
計

画
の
大
き
な
変
更
も
必
要
で
は
。

総
務
課
長

　行
財
政
経
営
プ
ラ

ン
の
変
更
に
伴
い
適
時
変
更
し

て
い
く
。

御
柱
祭
の
問
題
点
は

子
ど
も
医
療
費
窓
口
負
担

ト
イ
レ
・
食
料
備
蓄
な
ど

太
陽
発
電
も
施
設
改
修
に

町 長町 長

法定外繰入で
　　　　増額はしない

国保基金増額による
　　　　　激変緩和措置を

林　元夫林　元夫
はやし もと おはやし もと お
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か
ら
改
定
さ
れ
た

「
避
難
指
示
」

みんなで楽しんだ御柱祭
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町 長

問

　
家
族
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
利
用

も
視
野
に
入
れ
、
生
徒
や
家
族

の
悩
み
等
を
聞
い
て
も
ら
う
相

談
窓
口
と
し
て
の
活
用
は
。

教
育
長

　生
徒
や
家
族
は
月
に

３
〜
４
回
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
の
相
談
が
で
き
る
。
対

面
、
表
情
、
態
度
を
見
て
信
頼

関
係
を
築
い
て
相
談
し
て
い
る
。

問

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
機
械
生

活
か
ら
離
れ
、
文
字
文
化
を
持

た
せ
、「
心
の
豊
か
さ
や
感
受
性

を
高
め
る
」
の
は
い
か
が
か
。

教
育
長

　タ
ブ
レ
ッ
ト
は
道
具

の
一
つ
。
良
い
こ
と
と
思
う
。

自
分
の
文
字
が
基
本
。
文
字
の

良
さ
を
知
り
、
感
性
豊
か
に
す

る
こ
と
が
大
切
。

問

　
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

中
で
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
政
策
は
。

産
業
振
興
課
長

　観
光
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
具
現
化
し
、
本
物
、

唯
一
、
こ
こ
だ
け
の
特
別
感
に

繋
げ
る
。

問

　
日
本
舞
踊
教
室
、
盆
踊
り
、

相
撲
体
験
、
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
、

廃
校
利
用
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
。

産
業
振
興
課
長

　日
本
で
し
か

で
き
な
い
観
光
体
験
も
視
野
に
。

自
然
資
源
を
基
本
に
企
画
検
討
。

問

　
一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
や

障
害
者
、
要
支
援
者
の
避
難
方

法
と
改
善
は
。

保
健
福
祉
課
長

　「個
別
避
難

計
画
」
の
作
成
と
小
さ
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
の
避
難
訓
練
を
予

定
し
て
い
る
。

問

　
救
護
用
タ
ー
ポ
リ
ン
担
架

は
地
区
に
備
え
が
あ
る
か
。

総
務
課
長

　消
防
団
で
は
活
用
。

地
区
防
災
会
で
の
購
入
は
無
し
。

町
の
自
主
防
災
組
織
活
動
事
業

補
助
金
の
活
用
を
。

問

　
各
指
定
避
難
所
の
ト
イ
レ

は
洋
式
化
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長

　町
の
施
設
で
は
計

画
的
に
整
備
、
一
部
和
式
も
残

す
。
公
会
所
は
、
整
備
事
業
補

助
金
活
用
で
洋
式
化
も
で
き
る
。

問

　
注
連
掛
橋
下
流
の
工
事
の

内
容
は
。

建
設
水
道
課
長

　８
月
豪
雨
災

害
の
復
旧
工
事
で
、
国
道
に
影

響
は
な
い
。

問

　
東
町
上
落
合
地
積
の
砥
川

護
岸
石
積
み
が
一
部
欠
け
て
お

り
、
崩
壊
す
る
危
険
が
あ
る
。

建
設
水
道
課
長

　諏
訪
建
設
事

務
所
も
承
知
し
て
経
過
観
察
し

て
い
る
。
砥
川
に
限
ら
ず
優
先

順
位
を
付
け
て
改
修
し
て
い
る
。

問

　
湖
畔
の
溢
水
対
策
で
事
前

放
流
や
流
量
調
整
で
き
な
い
か
。

町
長

　諏
訪
、
岡
谷
と
一
緒
に

県
や
国
に
要
請
し
て
い
る
。

問

　
北
小
校
門
前
等
に
ラ
バ
ー

ポ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
た
が
、
よ

り
安
全
の
た
め
鉄
ポ
ー
ル
に
で

き
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長

　ラ
バ
ー
ポ
ー

ル
は
安
価
で
抑
止
力
が
あ
る
。

医
王
渡
橋
か
ら
７
分
団
屯
所
ま

で
ゾ
ー
ン
30
に
な
っ
て
い
る
。

問

　
武
居
地
区
の
向
陽
高
校
駐

輪
場
に
照
明
灯
が
必
要
だ
。

教
育
こ
ど
も
課
長

　私
有
地
で

あ
る
。
生
徒
か
ら
の
要
望
は
な

い
が
、
学
校
へ
は
伝
え
る
。

問

　
通
学
路
の
防
犯
灯
が
少
な

く
、
暗
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
。

消
防
課
長

　武
居
地
区
関
係
者

で
協
議
し
52
か
所
設
置
し
て
あ

る
。
携
行
ラ
イ
ト
な
ど
で
自
己

防
衛
も
し
て
ほ
し
い
。

問

　
防
犯
灯
設
置
や
電
気
代
を

町
が
負
担
で
き
な
い
か
。

消
防
課
長

　設
置
に
は
補
助
を

し
て
い
く
。

問

　
森
林
整
備
と
耕
作
放
棄
地

の
復
元
が
必
要
と
考
え
る
が
。

産
業
振
興
課
長

　耕
作
放
棄
地

は
道
路
不
備
や
担
い
手
不
足
、

鳥
獣
被
害
で
復
元
は
難
し
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
多
面
的

な
機
能
を
生
か
す
森
林
整
備
は

必
要
。

通
学
路
の
安
全
対
策
を

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業

持
続
可
能
な
里
山
整
備
を緊急時用のターポリン担架

北小校門前に設置されたラバーポール

地質が悪く
　　　工法変更した

大久保沢復旧工事
　　　　　　遅れの原因は

松井 節夫松井 節夫

対面相談を重視

タブレットを活用した
　　　　　教育等の相談は

大橋 和子大橋 和子 教育長

しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

まつ い せつ おまつ い せつ おおおはし かず こおおはし かず こ
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しもすわ町議会だより
令和4年7月22日

問

　内
閣
府
は
「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
」
の
公
布
・
施

行
日
で
あ
る
Ｈ
11
年
６
月
23
日

を
踏
ま
え
、
毎
年
６
月
23
日
か

ら
29
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
男

女
共
同
参
画
週
間
」
と
し
て
、

様
々
な
啓
発
活
動
を
推
進
。
そ

こ
で
、
私
は
毎
年
６
月
議
会
に

男
女
共
同
参
画
週
間
の
質
問
を

し
て
い
る
。
今
年
の
標
語
と
ポ

ス
タ
ー
は
。

総
務
課
長

　今
年
度
の
標
語
は

「『
あ
な
た
ら
し
い
』
を
築
く
、

『
あ
た
ら
し
い
』
社
会
へ
」。
ポ

ス
タ
ー
は
庁
舎
玄
関
や
図
書
館

に
掲
示
し
て
い
る
。

問

　Ｒ
４
年
度
の
町
独
自
の
事

業
は
。

総
務
課
長

　過
去
の
ポ
ス
タ
ー

も
並
べ
、
過
去
の
経
歴
を
振
り

返
る
き
っ
か
け
に
。
コ
ロ
ナ
の

状
況
を
み
な
が
ら
、
秋
頃
を
目

途
に
県
と
の
共
催
で
男
女
共
同

参
画
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
予
定
。

問

　現
在
、
女
性
課
長
は
１
人

だ
が
、
２
人
目
の
登
用
は
。

町
長

　男
女
の
区
別
な
く
、
能

力
に
応
じ
た
人
材
の
登
用
が
基

本
的
考
え
。
多
様
性
を
持
っ
た

組
織
に
す
る
た
め
に
は
必
要
。

問

　デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ

を
駆
使
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
住
民

に
ど
う
提
供
す
る
の
か
。

総
務
課
長

　住
民
へ
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
や
行
政
業
務
の
利
便
性

や
効
率
化
を
目
指
す
。
実
際
に

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
オ

ン
ラ
イ
ン
手
続
き
の
推
進
。

町
長

　私
の
本
年
度
の
重
点
政

策
で
推
進
す
る
が
、
課
題
も
あ

る
。
一
番
は
人
材
育
成
。
外
部

か
ら
の
導
入
も
あ
る
が
、
経
費

面
や
全
国
的
に
も
人
的
不
足
。

研
修
で
育
て
て
、
ど
の
部
署
に

も
人
材
が
い
る
こ
と
が
必
須
。

ま
た
、
働
き
方
改
革
に
も
繋
が

り
利
点
も
あ
る
。
副
町
長
を
ト

ッ
プ
に
Ｄ
Ｘ
体
制
を
進
め
る
。

Ｄ
Ｘ
推
進
室
の
状
況
は

町 長

従来通り
能力に応じた人材を登用

女性課長２人目の
　　　　　　登用の考えは

青木 利子青木 利子
あお き とし こあお き とし こ
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図書館での展示

議会の
更なる改革に向けて

　議員の提案で「議会改革のための議員間討議」を

４月からスタートしました。全議員で、全員協議

会などの時間を活用して実施しています。

　５月までに、議会基本条例と議員活動の実態と

の乖離点など課題を拾い上げ、次の対応を行うこ

ととしました。

　また、各議員から現状の議会・議員の課題とし

て、次の意見が挙げられました。

　今後は、特に意見の多かった「議員のなり手不

足や無投票」について、引き続き全議員で深掘り

し、長和町議会との意見交換の場を設ける予定で

す。また、各委員会等でも個別に検討を重ねてい

きます。

①昨年９月から設置した「一般会計予算決

　算審査特別委員会」の総括　

②大規模災害発生時の行動マニュアルの見

　直し　　　

③勉強会（議員間討議等）の機会を増やす

①議員のなり手不足・無投票

②議員間で学習や討論する場の少なさ

③議員の資質向上

④政策提言のための学習や体制

⑤コロナ禍での住民との対話の不足

一
般
質
問

議
会
の
更
な
る

改
革
に
向
け
て

議
会
掲
示
板 15 しもすわ町議会だより

令和4年7月22日

　医王渡橋下流右岸・砥川河口左岸の転落防護柵と、
諏訪湖周サイクリングロードの進捗状況を視察しまし
た。　　　　
　サイクリングロードは、サイドの樹木が伐採され見
通しよく綺麗に整備されています。岡谷市、諏訪市、
下諏訪町の共同事業で行われるサイクリングロードの
下諏訪町分は、Ｒ５年度で完成予定です。

議会が行った活動をお伝えします。議会が行った活動をお伝えします。

　広報特別委員会では、全国町村議会議長会議会広報
誌のアドバイザー６名（午前３名、午後３名）の動画
視聴による研修を行いました。手に取ってもらえる、
見てもらえる広報をどのように作っていくのかを勉強
しました。
　表紙には町民のみなさんが関心のあるもの、見ても
らうためにはわかりやすい言葉で簡単明瞭に記載する
ことなど、初心に返るきっかけをもらいました。

総務経済常任委員会総務経済常任委員会
子どもたちも安全に（4月5日）

　（仮）山田トンネル工事現場と、池の塔マレットゴルフ場上
の土砂置き場の予定地を視察しました。
　トンネル工事は昨年10月から岡谷側から本体工事に着手し
ており本年５月末現在で約120M程度掘り進んでいます。現
状は大きな問題もなく順調に進んでいます。作業現場の安
全・環境対策、採掘残土の運搬、地域への騒音対策など作業
内容はまさに異次元の世界を見ているような驚きでした。
　特別委員会としても今後も引き続き町民の声を聴きながら
対応してまいります。

バイパス対策特別委員会バイパス対策特別委員会
ＩＣＴ化された工事現場に驚き!!（5月10日）

広報特別委員会広報特別委員会
手にとってもらえる広報誌に！（4月18日）
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ＩＣＴ化された工事現場に驚き!!（5月10日）

広報特別委員会広報特別委員会
手にとってもらえる広報誌に！（4月18日）



好きです しもすわ好きです しもすわ
　令
和
四
年
壬
寅
年
の
御
柱
祭
は
変
則
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
山
出
し
で
は
ト

レ
ー
ラ
ー
で
の
運
搬
と
な
り
ま
し
た
が
、
秋
一
担
当
の
私

た
ち
は
、
元
綱
を
付
け
、
山
の
神
様
を
お
迎
え
し
、
綱
渡

り
の
神
事
を
行
う
こ
と
に
こ
だ
わ
り
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

神
様
を
蔑
ろ
に
し
た
お
祭
り
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
私

た
ち
は
考
え
た
か
ら
で
す
。

　先
人
の
人
た
ち
も
、
同
じ
よ
う
に
山
に
入
る
前
に
は
斧

立
社（
ヨ
キ
タ
テ
シ
ャ
）に
安
全
を
祈
願
し
、
帰
る
と
き
は

無
事
を
感
謝
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
故
高
木
十
吉
氏
石
碑
に
お
い
て
も
、
昭
和
19
年
と
い

う
戦
時
下
、
人
手
が
少
な
く
子
ど
も
た
ち
も
動
員
さ
れ
て

の
山
出
し
だ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
を
鼓
舞
す

る
た
め
に
先
導
し
た
折
の
事
故
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
昔
の
人
た
ち
は
、
そ
の
時
々
の
時
代
の
中
で
御

柱
祭
に
思
い
を
込
め
て
千
二
百
年
受
け
継
い
で
き
た
の
で

す
。
私
た
ち
も
こ
の
よ
う
な
思
い
を
次
の
世
代
に
絶
え
る

こ
と
な
く
繋
い
で
い
く
使
命
が
あ
る
と
強
く
思
い
ま
す
。

　14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
と
お
り
、議
員
間
で「
議

会
の
課
題
検
討
会
」を
行
っ
て
い
ま
す
。先
輩
議

員
の
御
努
力
で
、
議
会
改
革
へ
の
取
り
組
み
は

他
町
村
に
比
べ
遜
色
な
い
と
は
考
え
て
い
ま
す

が
、
時
代
や
環
境
が
変
化
す
る
中
で
改
善
・
改

革
は
常
に
進
め
な
い
と
、
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　地
方
議
会
の
議
会
改
革
と
は
、
住
民
の
皆
様

に「
議
会
の
し
く
み
・
活
動
・
働
き
」を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
身
近
な
行
政
の
活
動
に
関
心
が
持

て
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

な
取
組
で
す
。
す
な
わ
ち
、
住
民
の
皆
様
の
声

を
議
会
が
共
有
し
、
行
政
に
活
か
す
こ
と
で
す
。

　残
念
な
が
ら
、
議
会
の
最
大
の
課
題
は
住
民

の
皆
様
の「
議
会
不
信
」を
払
拭
出
来
な
い
こ
と

で
す
。「
議
会
は
何
を
や
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な

い
」と
か
、「
自
分
た
ち
の
代
表
と
は
思
え
ず
、

政
策
決
定
に
住
民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
で
き

て
い
な
い
」
な
ど
、
住
民
か
ら
あ
ま
り
信
頼
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。「
議
会
基
本
条
例
の
制

定
」「
議
会
だ
よ
り
の
発
行
」「
議
会
報
告
会
や

懇
談
会
の
実
施
」「
議
事
録
や
一
般
質
問
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
」
な
ど
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
が
、
議
会
側
か
ら
の
一
方
的
な
伝
達

に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

前
述
の
と
お
り
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社

会
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
社
会
な
ど
変
化
や
多
様

性
が
求
め
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
住
民
の
皆

様
の
声
を
共
有
し
、
政
策
に
活
か
せ
て
い
な
い

こ
と
で
す
。

　も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
は
、
議
員
の
な
り

手
不
足
で
す
。
若
い
人
や
女
性
も
議
員
を
や
ろ

う
と
思
え
る
環
境
改
革
が
必
要
で
す
。

今
任
期
中
に
条
例
の
改
正
や
制
定
は
時

間
的
に
無
理
が
あ
り
ま
す
が
、
議
会
の

課
題
検
討
会
の
中
で
将
来
に
向
け
議
員

間
の
合
意
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　さ
ら
に
こ
こ
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
弊

害
で
、
議
員
間
交
流
、
住
民
の
皆
様
と

の
懇
談
会
、
行
政
視
察
が
滞
り
、
必
要

な
情
報
や
知
識
を
得
ら
れ
な
い
状
況
で

し
た
。
今
後
は
十
分
な
研
修
の
場
を
復

活
さ
せ
、
議
員
の
資
質
向
上
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
議
員
の
資
質
向

上
こ
そ
が
一
番
の
議
会
改
革
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

議長のつぶやき議長のつぶやき

「大切なことは
　議員の資質向上」
「大切なことは
　議員の資質向上」

令
和
４
年（
2022）７

月
22日

編
集
／
広
報
特
別
委
員
会
　
　
発
行
／
下
諏
訪
町
議
会

電
話（
0266）27－

1111　
FAX（

0266）27－
1237

下
諏
訪
町
　
議
会
だ
よ
り
で
検
索

　久
し
ぶ
り
に
編
集
後
記
担

当
に
な
り
過
去
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　「議
会
だ
よ
り
」の
第
１
号

の
発
行
は
Ｈ
19
年
２
月
１
日

で
す
。第
１
号
で
は
議
会
だ
よ

り
発
行
そ
の
も
の
に
賛
否
両

論
が
あ
り
、発
行
ま
で
に
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
。第
１
回
の

編
集
会
議
も「
全
員
で
関
わ
る
」

等
の
意
見
が
出
て
、全
員
で
の

編
集
委
員
会
に
な
り
、当
時
委

員
長
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、そ

の
様
子
が
思
い
出
さ
れ
ま
し

た
。さ
ら
に
、議
会
だ
よ
り
発

行
を
期
に
、Ｈ
26
年
に
議
会
基

本
条
例
が
制
定
で
き
ま
し
た
。

　今
回
、
Ｈ
Ｐ
で
第
２
号
か

ら
第
35
号
を
読
み
返
し
、
そ

の
時
そ
の
時
の
時
代
が
蘇
り

ま
し
た
。

　
　
　（
青
木
）

　広
報
特
別
委
員
会

　
　

　
　委
員
長

　金
井
敬
子

　
　副
委
員
長
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集
後
記

議長   森　 安 夫議長   森　 安 夫
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「
先
人
の
思
い
を
繋
ぐ
御
柱
祭
」

「
先
人
の
思
い
を
繋
ぐ
御
柱
祭
」
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守

下
諏
訪
町
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長
会
長
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賀

　
　
守

下
諏
訪
町
区
長
会
長

しもすわ町議会だより
令和4年7月22日


